
六
甜胆
大
師

の
「
心
理
墨
」

へ
こ

六

祀

大

師

の

「
心

理

學
」

今

長

谷

蘭

山

序

私
は
此
の
小
論
に
於
て
學
的
興
味
か
ら
よ
り
も
む
し
ろ
私
自
身

の
現
實
的
關
心
か
ら
主
と
し
て
壇
輕
を
通
じ
て
見

た
る
六
祀
所
読
の
心
が
如
何
程
の
深
さ
の
も
の
で
、
叉
そ
れ

へ
の
方
法
が
何
で
あ
る
か
を
・即
ち
六
祀
の
立
場
並
に
方

法
を
、
私
の
求
道
的
態
度
か
ら
反
省
的
に
追
及
し

て
見
た
い
と
思
ふ
。
誰
し
も
租
録
の
研
究
に
當
つ
て
立
場
が
自
性

で
あ
り
方
法
が
見
性
に
あ
る
事
は
瞭

々
た
る
事
柄
で
は
あ
ら
う
が
本
心
、
佛
性
と
呼
ぷ
心
が
吾
人
の
差
別
的
な
現
實

心
と
同
か
異
か
と
か
、
吾
人
の
意
識

の
如
何
程
の
深
さ
に
あ
る
か
と
か
、
叉
そ
れ
の
理
解
が
見
性
に
限
ら
れ
他
の
如

何
な
る
理
解
の
仕
方
も
妥
當
し
な
い
の
は
何
故
で
あ
ら
う
か
と
か
は
直
ち
に
納
得
の
行
く
事
で
は
な
い
。
而
し
て
吾

人
の
本
心
、
自
性
と
は
何
か
と
か
、
灘
と
は
何
か
と
か
、
眞
の
宗
敏
性
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
と
云
ふ
問
題

程
切
實
に
し
て
根
本
的
な
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
研
究
法
に
は
義
學
的
に
も
、
哲
學
的

(
そ
れ
に
も

種
々
あ
ら
う
。
)
に
も
、
或
は
心
理
學
的
と
か
歴
吏
的
に
も
種
々
に
可
能
で
あ
ら
う
が
、
今
そ
れ
等

一
切
の
合
理
的
態

度
を
何
故
に
取
ら
な
か
つ
た
か
。

艶



凡
そ
他
の
思
想
の
勝
義
の
理
解
が

「
私
自
身
の
生
き
た
意
識
の
上
に
そ
れ
を
見
出
す
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
逆

に
言

へ
ば
私
自
身
の
意
識
の
上
に
生
き
て
ゐ
る
思
想
に
依
つ
て
の
み
、
そ
れ
と
同
じ
他
人
の
思
想
が
理
解
せ
ら
れ
る

　
お
ご

の
で
あ
る
」
と
す
る
な
ら
ば
、
理
解
せ
ん
と
す
る
も
の
は
他
の
思
想
の
深
さ
に
迄
達
し
て
ゐ
る
事
が
條
件
的
で
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
が
軍
に
思
想
書
で
な
く
悟
に
よ
る
経
典
や
語
録
の
理
解
に
際
し
て
は
如
何
に
な
る
で
あ
ら
う
か

脛
典
の
勝
義
の
理
解
が
六
租
の
「
心
悟
轄
瓢法
華
」
に
見
る
如
く
自
己
の
灘
膿
験
の
鯛
入
に
よ
つ
て
理
解
す
る
も
の
で

あ
る
と
す
れ
ば
六
租
と
深
さ
を
同
じ
う
す
る
爲
に
は
心
悟
が
條
件
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
併
し
こ
れ
は
結
論
の

問
題
で
あ
る
と
同
時
に
出
蛮
に
於
け
る
問
題
で
あ

つ
た
。
若
し
心
悟
が
不
可
能
と
せ
ば
研
究
は
断
念
す
べ
き
で
あ
ら

う
か
。
併
し
六
祀
も

「
佛
本
爲
呂凡
夫
読

。
不
爲
レ佛
読
」
と
云
ふ
か
ら
第
ご
義
的
に
で
も
何
等
か
可
能
な
る
道
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
、
に
賄
聞
的
態
度
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
が
あ
ら
う
。

こ
れ
は
未
知
な
る
思
想
研
究
の
眞
面
目
な
態
度
と
し
て
の

「
立
場
は
其
の
立
場
に
立
つ
も
の
に
封
し
て
の
み
立
場

「

　　
こ
　

た
る
意
味
を
有
し
、
方
法
は
其
の
方
法
に
從
つ
て
働
く
も
の
に
取
つ
て
の
み
方
法
で
あ
る
」
と
云
ふ
態
度
に
從
ふ
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
が
輩
に
思
想
的
と
か
思
索
的
で
な
い
立
場
な
り
方
法
で
あ
る
時
、
六
祀
に
從
ふ
と
は
如
何
に
す
る

事
で
あ
ら
う
か
。
嚴
密
に
は
こ

、
に
も
心
悟
が
條
件
的
で
あ
る
が
、
未
悟
者
に
僅
か
に
許
さ
れ
た
唯

一
の
方
法
が
あ

る
。
そ
れ
が
反
省
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
経
典
の
絶
封
眞
理
性
を
信
じ
て
そ
れ
を
登
見
せ
ん
と
す
る
者
の
態
度
帥
ち
自
己

の
偏
見
威
情
を
捨
て
～
只
管
敷

へ
に
依
つ
て
自
己
の
妄
執
を
照
破
し
遠
離
す
る
絹
封
反
省
湛
で
あ
る
。
從
つ
て
こ
れ

六
租
大
師
の
「
心
理
學
」

(
二
)
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六
祀
大
師
の
「
心
理
雛
」

(三
)

は
最

後
の
立
場
た

る
求
道
的
態
度

す
ら
或
場
合

に
は
放
棄

す
る
絶
封
的
誠
實
を
要
求
す
る
も

の

で
あ

る
。
之

に
よ

つ

て
の
み
第

二
義
的
研
究
が
可
能

で
あ
ら

う
と
思

ふ
。
併
し
か

、
る
私
の
態
度

の
根
抵
は
宗
教

の
非
合
理
性

へ
の
根
本

信
條

に
基
く
は
言

ふ
ま
で
も
な

い
。

こ
れ
に
よ

つ
て
理
性
的

に
は
怯
儒

の
殿
り
を
甘
受
す
る
と

も

、
古
來
幾
多

の
學

　　
　
　

者
が
犯
し
た
宗
教

の
合

理
化
や

、
そ
れ
に
よ
る
宗
敏
性

の
撲
無

に
見

る
理
性

の
傲
慢
を
極
度

に
恐

る

、
の
で
あ
る
。

只
私
は
私

の
問
題
を
追

及
し
た
が
悪
戦
苦
岡

の
結
果
遂
に
師

の
心
を
非
概
念
非
學

的
な
紳
秘

の
彼
方

へ
逸

し
た

に

過
ぎ
な

い
。

只
清
極

的

に
差
別
的
封
象
的
な

心
か
ら
匠
別

せ
ら
れ
る
限
り

に
於

い
て
、
大
師

の

心
理
學
が
他

の
哲
學

や
心
理
學
等
と
劃
然

た
る
限
界
を
持
ち

「
で
な

い
」

と
云
ひ
得

る
限
り
新
な

る
心
理
學

の
提
唱

が
可
能

で
は
な
い
か

と
私

思
す
る
の
み
で
あ

る
。

(註
一
)久
松
先
生
「プ
ロ
チ
ノ
ス
」
「世
界
思
潮
」
第
七
冊
参
照

(註
二
)田
邊
先
生
「哲
學
通
論
」
緒
言
参
照

(詫
三
)久
松
先
生
「人
間
學
的
立
場
と
宗
教
」
「
理
想
」
昭
和
八
年
十
二
月
號
参
照

幽

先

づ
壇
経

に
於
け
る
檎

心
的
問
題
を
決

定
す
る
爲
に
諸
研
究
家

の
指
摘
を
考
察

し
て
見
よ
う

。
第

一
に
佛
教
並
に

灘
宗

に
於
け
る
位
置

に
付

い
て
は

「
夫
壇
糎
者
。
言
簡
義
豊
。
理
明
事
備
。
具
昌足
諸
佛
無

量
法
門
'。

一
々
法
門
具

二

足
無
量
妙
義
一。

一
々
妙
義
螢
種
「諸
佛
無
量
妙
理
「」
(徳
異
序
)や

「
六
租
大
師
孕
昔
所
説
法
皆
大
乗

圓
頓
之
旨
」
(宗
賓
蹟
)
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と
云

ふ
如
き
は
壇
脛
を
佛
教

の
諸
原
理
を
具

足
し

た
大
乗
圓
頓
の
教

と
云
ひ

、
「
敏
外
宗
乗
之
法
門
也
」
ハ瀧
勧
一)
と
か

「
壇
経
宗
門

之
正
命
食
」
ハ胴
)や
「
原
昌五
家
綱
要
一器
出
昌壇
経
」
(艦
異
)や

「
佛
租
骨
髄
」
(蠣
耀
騨
)
と
云
ひ

「
壇

経
開
昌頓
敏
之

門
一。
五
宗

之
所
昌自
出

一。
佛
租
心
髄

也
」
(曹
漢
原
本

西
池
王
賊
)
と
云

ふ
を
見

れ
ば
麗

に
於
け

る
位
置

が
明
示

さ
れ

て
ゐ
る
。
而
し

て
佛
租

骨
髄

と
云
ひ
五
家

の
源
流
を
な
す
所
以
の
も
の
は
何

で
あ
ら
う
か
。

そ
れ
は

至
人

の
心
を

取
り
扱

つ
た
も

の

で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
壇
糎
研
究

の
権
威
契
嵩

は

「
壇
纒
者
。

至
人
之
所
ヨ以
宣
昌共
心
一也
」
(壇
純
讃

)

と
云
ひ
妙
心
と
云

ひ
、
同
じ
く
同
研
究

の
第

一
人
者

天
桂
は
之
を
経

の
語

に
よ

つ
て
表
は
し

て
ゐ

る
。

「
且
纏
之
爲
レ言
也
。

訓
レ法
訓
レ常
。

常
謂

舌

今

不
易
常
道
一。
法
謂
昌凡
聖
同
遵

之
正
軌
一。
言

六
根
門
頭
。

四
威
儀

上
。
見
聞

味
鯛
。
言
談
鷹
封
。
不
可
思
議
紳
憂

化
用
。
人

々
自

心
日
用
常
法
。

而
非
昌他

間
文
死

句
之
能
詮

著

。

是

纏
本
義

也
」
(海
水
↓

滴
巻
一
)と

云
ぴ
「
所
謂
輕
巻
講
十
方
界
是
也
。
無
下非

経

巻
一之
時
庭
」
(
胴
)
と
云
ひ
、

佛
祀

の
師
資
も
把

住

放
行
も
佛

一
代

の
説
法
も
此
の
経
で
あ

り
、
「
山
河
大
地
。

日
月
星
辰
。
森

々
羅
列
。
長
短
方

圓
。
青
黄
赤
白
」
皆

輕
と
云
ひ
、
契
嵩
は

「
何
心
邪
。
佛

所
傳

之
妙
心
也
。
大
哉
心
乎
。
資
始
獲

化
。
而
清
澤
常
若
。

凡
然

聖
然
。
幽
然

顯
然

。
無
レ所
齢庭

而
不
7自
昌得
之
一」
(翻
紹
)
と
云

ふ
を
見

れ
ば
六
祀

の
心
が
永
遠

で
あ

り
遍
在

で
あ
り

、
凡
聖
智

愚
に
無

差

別
的
な
然
も

吾
人
日
用

の
自
心

で
あ
る
と
言

ふ
事
、
從

つ
て
永
遠

に
し

て
現
實

で
あ
り
、
軍

に
心
理
學
的
な
封
象

の
み
で
な

く
森
羅
萬
象

の
如
き
通

常
物
理
的
自
然

の
如
き
も
然
り
と
言
ひ
、
然

も
そ
れ
は
絶
思
議

の
封
象
だ

と
言

ふ

事
が
知
り
得
る
で
あ
ら

う
。

こ
の
心
が
壇
纒

一
巻
の
骨

子
で
あ

る
と
共

に
佛
租

の
心
髄
を
な
す
も

の
に
し
て
壇
経

に

六
祀
大
師
の
「心
理
學
」

(四
)
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六
組
大
師

の
「
心
理
學
」

(
五
)

言

ふ
自
性

、
佛
性
、
實
性
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
あ

る
。
之
は
多

く
の
疑
問
を
吾
人
に
起

さ
せ
る
も
の
で
あ

る
が
、
そ

れ
の
解
決
は
小
論

の
過
程
が
自
ら
物
語

る
べ
き
課
題
で
あ
ら
う
。
而
し

て
特

に
注
意
す

べ
き
貼

は
後
世
頓

的
と

云
は

る

、
所
以

の
も

の
が
そ
の
心
の
取
り
扱
ひ
方

に
あ

つ
た
黙

で
あ

る
。

こ
れ
は
そ
の
心
を
示
す
場
合

に
間
接

法
を
用
ひ

ず
直
接
法
を
用
ひ
た
顯

で
あ

る
。
換
言

せ
ば
蹄
納

法
と
か
演
繹
法
と
か
の
間
接
的
読
明

に
依
ら
す
直
指

・
直

入
的
な

　
　
う

も

　

　

　ま
　

　

　

　

直
接
法
即

一
切
の
外
學
的
な
方
法
を
排
し
て
内
學
的
な
方
法
を
取
つ
た
鮎
で
あ
氏

諸
研
究
家
は
皆
此
の
黙
を
指
摘

　

　

し

て
ゐ
る
。
「
固
大
師
読
法
。
直

指

心
性
"。
而
意
密
。
明
詮
昌至
理

以
旨
深
。
實
諸
佛
至
寳

。
人

天
之
大
寳
。
最
可
レ

も

　

　

　

重
可
レ奪
」
(
一
滴
巷
一
)や
「
壇
脛
之
宗
墨

。
乃
直
コ指
共

心
"。
而
天
下
方
知
昌即

正
乎
性
命
一也
。
若
排
昌雲

霧

一而
頓

見

太̀
清
殉
若

　

も

も

　

下登
昌泰
山
層而
所
レ覗
廓
如
上也
」
(纈
纏
)や
徳
異
序
の

「
唯
願
開
巻
墨
目
。
直
入
昌大
圓
畳
海
し
や

「
達
磨
軍
傳
直
指
之
指
」

や

コ
ハ
祀
大
師
廣
爲
昌學
徒
騨需

昌見
性
喬

。
総
令
昌椴

擁

L
(灘

舜

V
と
か

「
可
レ調
直
指
人
心
見
性
成
佛
捷

径
し

(高
麗
承
所

南
窮
蹟

)
と

云

つ
て
ゐ
る
。
從

つ
て
直
指
心
性
と
直
入
頓
悟

の
眞
意

の
閾
明
が
又

一
つ
の
研
究
課
題
と
な

る
。

而
し

て
直
接
的

理
解
と
は
現
實
心
を

こ
の
ま

、
に
理
解

す
る
と
考

へ
ら
れ
る
経
験
的
な
意
味

で
な

い
は
勿
論
佛
道

修
行

の
骨
子
と
も
見

る
べ
き

三
學

に
よ
る
も
の
で
さ

へ
な

い
の
で
、
む
し
ろ

こ
れ
等

に
よ

る
時

は
間
接
的

に
過
ぎ

ぬ

の
で
あ
る
。
契
嵩
が
「
謂
レ可
昌思
議
一也
。
乃
其
不
レ可
レ思

不
レ可
レ議
也
」

と
か

「
天
下
謂
昌之
去
解
一。

謂
昌之
紳
會
一。
謂

乏

絶
封

噂。
謂
昌之
黙
艦
一。
謂

乏

冥
通
一」
(以
ヒ
壇

経
讃

)と

云
ふ
を
見
れ
ぼ
現
實
的

立
場

か
ら

の
そ

の
ま

、
の
理
解
を
む
し
ろ
否

定
す

る
事
が
知
ら

れ
得
や
う
。
而
も
か
く
本
心
を

し
て
現
實
よ
り
遠

ざ
け
た
の
は
吾
人
自
身

に
罪
が
あ

る
の
で

「
賢
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者
以
"智
齪
一。

不
術
者
以
昌愚
塞
一。
李

々
之
人
以
昌無
記
幡
一。
及
盤威
レ物
而
登
。
喜
レ之
怒
レ之
哀
レ之
樂

つ之
。
釜
蔽
者
萬
端
。

曖
然
若
昌夜
行
而
不
ツ知
昌所

至
」
(同
上
)
と
云

つ
て
ゐ
る
。
こ
れ
.を
吾
人

の
理
性
や
無
意
識

や
無
智
や

威
畳

や
威
情
等
が

自
性
を
蔽

ふ
も

の
と
解
し
得
る
な
ら

ば
現
實
人

の
生
活
は
正
し
く
佛
性
を
蔽

ふ
生
活
で
あ

り
、
從

つ
て
大
師

の
心
は

通
常

の
差

別
的
な
心
理
學

の
…封
象

で
な

い
事

は
勿
論

哲
學
の
封
象

で
さ

へ
無
い

の
で
は
な

い
か
と

の
豫
想
は
容
易

で

あ

る
。

こ
れ
は
現
實

生
活
の
封
象

で
は
な

い
事

で
あ
る
。
廣
義

に
は
宗
敏
性

の
前

に
は
何
故

に
吾

人
の
現
實
が
否
定

せ
ら
れ
ね
ば
な
ら

鴎
か
の
問
題

で
あ

ら
う
。

叉
次

に
三
學

す
ら
否
定
す

る
と

云
ふ
の
は
、
妙

心
を

「
戒
定
慧

之
大
資

也
」
と

云
ひ
無
相
、
無
念
、
無
住
を

夫

々
大
戒
、
大
定
、
大
慧
と
云
ひ
、
夫

々
を
解
脱
、
般
若
、

法
身

と
云
ひ
そ
れ

を
摩
詞
と

云
ひ

「
心
之
至
中
」
と
云
び
な
が

牡
、
「
資
二

切
戒
一莫
レ至
鵠無
相
一。

正
二

切
定

一莫
レ至
昌乎
無
念

一。
通
二

切

・智
一莫
v至
昌乎
無
住
」
憂
経
讃
)
と
否
定
し

て
ゐ

る
鮎

で
あ

る
。
而
し

て
直
接

的
と
は
悟

に
よ
る
理
解

を
言

ふ
の
で
あ

る
。

天
桂
の
受
持
輕

に
「
所
謂
経
只
是
法
。
知
"眼

塞
法
一帥
眼
経
論

。
知
'茸

塞
法
輔即
耳
経
論

。
諸
界

亦

爾
。
乃

至
於

色

上
噸

登
レ知
。
帥

受
噌}行
色
経
一Q
乃

至
随
昌
一
切
慮

一悟
。
帥

是
受
昌持

一
切
庭
経
一Q
錐
レ然
道
理
須
昌實

昭
し

(
「
滴
春

「
)と

云
つ
て

ゐ
る
。
此
庭
に
注
意
す

べ
き
は
「
随
出
一
切
慮
一悟
」
が

「
知
塞
法
」
と
同
義

で
あ

る
事

で
、
悟

に
は
否

定

的
意
味
が
あ
る

黙

で
あ
ら
う
。

叉
此

の
黙

に
頓

敏
の

特
色

で
あ

る
無
修
.
無
謹

の
意
味
が
見
ら
れ
よ
う
。
「
夫
妙

心
者
非

修

所
τ成
也

非
謹

所
"明
也
。
本
成
也
。

本
明
也
。
以
昌迷
レ明
者
復
"明
所
輔以

謹
一也
。
以
昌肯
レ成
者
復
ワ成
所
暫以

修

一也
。
以
昌非
修

修
レ

之
。
故
日
昌正
修
一也
。
以
離非
明
萌

レ之
故
日
昌正
謹
一也
」
(壇
輕
讃
)
と

云
つ
て
ゐ

る
。
無
修
、
無

謹
の
閾
明
が
頓
教
研
究

六
組
大
師

の
「
心
理
學
」

(
六
)
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六
胆
大
師
の
「心
理
學
」

(し
)

の
課
題

の

一
つ
と
な

る
。

右

の
考
察

に
よ
り

て
頓
教
と
は
何
か
、
六
租

の
心
と
は
何
か
と
の
問

の
中

に
は
次
の
諸
課
題

が
含

ま
れ
て
ゐ
る
事

が
知
り
得
ら
れ
る
。

一
、
立
場
の
問
題
と

し
て
直
指
自
性

の
意
。
自
性

の
構
造

と

「
直
指
」

の
意
味
。

二
、
方
法
の

問
題
と
し

て
見
性
の
意
味
。
悟
と
無
悟
。
特

に
直

と
か
の
意
。

そ
の
無
修
性

(
此
は
掃
蕩
法

の
問
題

で
あ
る
)
三
、

最
後

に

「
道
理
必
須
實

昭
」

の
眞
意

。
等

で
あ

つ
た
。

(きロ)久
松
先
生
著
「暉
」
「思
想
」
昭
和
十
年
四
月
號
参
照

二

「
一
」
に
於
い
て
拾
得
し
た
諸
課
題
が
壇
経
に
於
い
て
如
何
に
扱
は
れ
た
か
を
大
槻
し
、
そ
れ
等
の
考
察
は
結
局
無

一
物
の
考
察
に
蹄
す
る
事
を
結
論
し
て
見
た
い
。
先
づ
自
性
の
詮
法
を
以

つ
て

一
貫
し
て
ゐ
る
事
は
随
腱
に
明
で
あ

む

つ

る
。
「
吾
所

設
法

不
レ離
呂自
性
一。
離
レ膿

説
レ法
名
爲
'相

説
"。
自
性
常
迷
。
須
レ知

一
切
法
皆
從
昌自

性
起

ル用
ナ
ルテ
。

是
眞

戒
定
慧
法
」
(頓
漸
第
八
)や

「
吾
此
法
門
。
從
囎二

般
若
一生
昌八
萬
四
千
智
慧
一。

云
云
智
慧
常
現

不
レ離

自̀
性
」
(般
若
第
二
)
と

　

　

ほ

見
れ
ば
師

の
読
法
悉

く
が
自
性

の
作
用

に
外
な
ら

ぬ
事
が
知
ら
れ
る
。

次
に
内
學
的
な
鮎
は
到

庭

に
見
出
せ
る
が
特

に
開
巻
第

一
の
初
韓

法
輪

に
於
け

る

「
善

知
識
。
菩
提
自
性
本
來
清
浮
。
但
用
}此

心
一直
了
成
佛
」
(行
由
第
一
)の

一
句

で
あ
り
、
そ
れ

の
具
膿

的
な
も

の
と
し

て
は
機

縁
第
七
、
頓
漸
第
八
等
に
見

る
所

で
あ

る
が
、

最
も
代
表
的
な

も
の

は
大
庚
嶺
上

の
問
話
で
は
あ

る
ま

い
か
。

「
謂
レ明
日
。
不
思
善

不
思
悪
正
輿
籔
時
。

那
箇
是
明

上
座
本
來
面
目
。
明
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言

下
大
悟
L

の

一
句

に
六
租
面
目

の
躍

如
九
る
も

の
が
あ
り
は

せ
ぬ
か
。

こ

～
に
壇
経

一
巻

の
骨

子
が
看
取
出
來
は

せ
ぬ
か
。
特

に
注
目
す

べ
き
は

「
一
」

に
於

て
見
た
否
定
語

で
あ

る
。
帥

ち
六
租

が
明

上
座

に
「
汝
爲
レ法
而
來
。
屏

鱒息

諸
縁
一。
勿
レ生
二

念
一」
と
云
ひ

「
不
思
善
不
思
悪
」
と

云
ふ
黙

で
あ
る
。

此
れ
は
直
指
心
性
の

下

に
は
必
す
現
實

的

心
の
否
定
が
あ
り

「
一
」

に
於

い
て
見
た
知
室
法

の
鮎

に
六
租

の
所
謂
掃
蕩

法
が
杢
露
し

て
ゐ

る
事

で
あ

る
。
帥

ち

掃
蕩

法
こ
そ
頓
悟

へ
の
唯

一
の
方
法

で
あ

る
。

「
一
切
善

念
悪
念
鷹
當
昌鑑
除
一。
名
卜
2
プ無
レ可
レ名
名
昌自
性
一。
無

二

之
性
名

是

實
性

」
と
云

つ
て
ゐ
る
。
而
し

て
掃
蕩

法
は
軍
な

る
否
定
的
作
用

で
は
な

く
て
實

に
本

性
そ
の
も

の
で
あ

り
、
死
帥
生
、
生
即

死
の
宗

教
的
作
用

は
蚕
く
自
性
上
に
於

て
可
能
な
る
は
「
善

悪
錐
レ殊
本
性
無

二
。
無

二
之
性
名
昌

實

性
」
(臓
悔
第
六
)
に
よ

つ
て
略

々
豫
想
出
來
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
か

、
る
鮎

の
詳
細

な
る
槍
討

が

「
無

一
物
」

の

考
察

に
よ

つ
て
如
何

に
果

さ
れ

る
か
は
小
論

の
中
心
問
題

で
あ
ら
う
。

次
に
佛
性

に

つ
い
て
の
色

存
の
言
表
が
相
互

に
矛
盾

せ
阻
も
の
で
、
そ
れ
が
無

一
物

に
蹄

す
る
か
ど
う
か
を
考

察

し
て
見

た
い
。
そ
れ

に
は
菩
提
自
性
、
本
來
面
目
、
本
來
清
澤

、
無

ご
之
性
、
實
性

、
有

一
物
、

摩
詞
般
若
、
無

一

物
等

で
あ

る
。
そ
の
中

一
見
矛
盾
的

に
見
ゆ
る
の
は
有

一
物
と
無

一
物

で
あ
る
。

こ
れ
は
共

に
自

性
の
異

れ
る
言
表

で
あ
ら
う
か
。

「
有

一
物
」

に
就
い
て
は

「
一
日
師
告
聚

日
。

吾
有
二

物
一無
レ頭
無
レ尾
。
無
レ名

無
レ字
。
無
レ背
無
レ面

諾
人
還
識
否
」
(頓
漸
第
八
)と
云
ひ
神
會

が
「
諸
佛
之
本
源
。神

會
之
佛
性
」
と
云

つ
た

に
封
し
て
六
組

は

「
成
"箇
知
解

宗

徒

一」
と

云

つ
た
記
事
が
あ

る
。

が
こ
れ
は

六
祀
が
"
有

一
物
は
佛
性

な
り

"
の
命
題
を
肯

定
し

た
の
か
否
定
し
た

の

六
祀
大
師
の
「
心
理
墨
「」

(八
)



六
祀
大
師
の
「
心
理
學
」

(九
)

か
。

「
駐
栂
考
謹

下
之

一
」

に
は
法
眼

の
語
を
引
き

「
會
元
正
眼
細
註

云
。
法
眼
云
。
古
人
授
昌記
人
一終

不
レ錯
。

如

今

立
昌知
解
一爲
レ宗
。
即
荷

澤
是
也
」
と
肯
定
的

に
見

て
ゐ
る
が

天
桂
は
「
法
眼
之
辮
亦
不
レ當
乎
。
量

非
昌授
記
一。

又
非

二

抑
下
一。
蓋
大
師
意
在
レ要
レ敏
目紳
會
百
尺
竿

頭
更
準

二

歩
巳
突
。

何
故

。
爲
昌伊
皮

下
有
ツ血
也
」
(海
水
一

滴
巷
五
)
と
云
ひ

一
見

肯
否

不
明
で
あ

る
が

「
非
授
記
」

も

「
非

抑
下
」
と

云
ふ
以

上
肯
定
的

に
見

て
ゐ
る
も
の
と
解
す

べ
き

で
あ
ら
う
。

而
し

て

「
非
授
記
」
と
言

つ
た
天
桂
は
六
粗
が
内
學
的
で
あ

つ
た
鮎
を

強
張

せ
ん
と
し
た
も

の
で

は
あ

る
ま

い
か
。

故

に
有

一
物
は
佛
性
の
正
し
き
言
表

で
あ

る
事
と
な

る
。
次
に

「
無

一
物
」
は
彼

の
得
法
偏

に
し

て
六
祀
面
目

の
端

的
に
し
て
天
桂

が

「
須
レ知
。
只
是
無

一
物

一
句
。
大
師
眼

晴
。
佛
租
骨
膿
。
通
昌古
今
一。
光
前
絶

後
」
(
一
滴
春

一
)と
言

っ
忙
も
の

で
あ
る
。
併
し

こ

、
に
問
題
と
な

る
の
は
大
悟
説

の
決
定

で
あ
る
。
こ
れ
は
壇
経

の
記

事

に
柴
責
大
悟

と

五
租
下
大
悟

と
が
あ
り
、
得
法
偏
は
そ

の
中
間
に
書
か
れ
た
も

の
で
あ

る
か
ら
大
悟
読
の
決
定

は
偶

の
債

値

に
直
接

關
係
を
も

つ
か
ら
で
あ

る
。
柴
費
大
悟
と
言

ふ
の
は

「
時
有
昌
一
客

一買
レ柴

…
…
出
昌門
外

一見
呂
一
客

調
"経
。

慧
能

一
聞
二

聾

悲

即
開
悟

…

客
日
昌金
剛
経
」
(明
本
行

由
第
一)
援

る
も
の
で
他
三
原
奎

ハ
に
あ
り
、
コ

聞
心
明
便
悟
L
傾
矯

(雛

本
)
「
一
聞
心
即
開
悟
」
(興
聖
寺
本
.に
て
経
語
が
何

で
あ

る
か
は
記

し
て
は
な

い
。
高
麗
本

(漕
膜
憩
本
)
並

に
五
燈
會
元

け

一
に
は

「
聞
翼輕

云
昌慮
無
所
住

而
生
其

心
一。
心
.即
開
悟
」
と
明
記

さ
れ
て
ゐ
る
。
五
粗
下
大
悟

は

「
三
鼓

入
・室
。

…

…
爲
説
昌金
剛
経
"。
至
昌鷹
無
所
住
而
生
其
心
"。
慧
能
言
下
大
冨悟

一
切
萬
法

不
レ離
昌自
性
一Q
途
啓
レ祀

言
。

何
期
自
性

本

自
清
浄
。

何
期
自
性
不
昌生
滅

藺。

何
期
自
性

本
自
具
足
。
何
期
自
性
本
無
昌動
揺
一。

何
期
自
性
能

生
昌萬
法
し
(明
本
行

由
第
一)
三
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本
同
文
。
熾
煙

本
の
み
「
一
聞
言
下
便
悟
」
像
罐

と
記
し
て
ゐ
る
。

こ
れ
を
見
れ
ば
五
組
下
大
悟
に
六
粗

一
巻
の
説

法

の
起
源
が
あ

り
は

せ
ぬ
か
と
の
豫
測

は
容
易

で
あ
ら
う
。
併
し
五
租

下
大
悟
を
取
れ
ば
そ
れ
以
前

の
無

一
物

の
偏

は
迷
中

の
句

で
あ
ら
う
か
。

天
桂
は

「
然

向
下
有
下三
鼓

入
室
。
忍
師
爲
説
昌金
剛
経

一。
重

昌鷹
無
所

住
而
生
其
心
一言

下

大
悟
轟者
。
甚
警
説
」
(
一
滴
巻
一
)と
言
ひ

「
是
頑
土
塊
破
木
頭
之
僑
言

。
杢
不
レ知
昌宗
旨

」
と
言
ひ

「
就
レ中
何
期

二
宇

也

太
纐
預
」

と

云

つ
て
全
面
的
に
五
祀

下
大
悟
を
否
定
し

て
ゐ
る
が
、

そ

の
理
由
は

「
何
以

故
。
須

レ看
レ有
昌初
相
見
機

攣
亦
無

一
物
和
偏
一。
加
レ之
五
祀
有
昌什
慶
様
"逆

召
入
レ室
耶
」
で
あ

る
。
而
し

て
柴
責
大
梧
を
探

つ
て
「
何
者
聞
諦

輕

一

至
昌鷹
無

所
住

而
生
共

心
一而
即
開
悟
。
是
自
具

本
徳
知
開
登
時
節

也
」
(
以
上
一

滴
巻

一)
と
云
ひ
租
芳
灘
師

の
意
見
と
全
く
同
様

で
あ

る
。
今
「
謂
。
若

不
レ奪
下聞
纏

於
昌市
邸
一開
悟
占。
豊

往
昌黄
梅
一耳
。
見
噌孟

租

酬

問
如
レ流
哉
。
云
云
如
レ言
昌傳
衣
之
宵

　　

こ

聞
レ経
方
悟
一則
初
後
不
レ鷹
。
文
理
倒
置
。
大
可
レ疑
突
」
と
言
ふ
の
が
租
芳
暉
師
の
意
見
で
あ
る
が
、
同
時
に
之
は
古

來
輝
門
の
博
燈
的
に
承
認
す
る
庭
で
、
從

つ
て
無

一
物
の

一
句
を
大
師
の
眼
晴
と
見
る
の
も
當
然
で
あ
る
。
そ
れ
で

は
五
租
下
の
記
事
は
抹
殺
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
こ
れ
を
合
理
的
に
矛
盾
な
く
見
る

一
つ
の
見
方
が
あ
る
。
即
ち
市

邸
大
悟
を
輕
く
取

つ
て
登
心
卸
輝

へ
の
轄
向
と
見
、
無

一
物
を
不
立

一
塵
の
大
死
底
と
見
、
五
租
下
大
悟
を
蘇
生
底

　お
こ
　

と
見

る
の
で
あ

る
。
然

し
之
は
無

一
物

の

一
句

の
憤
値
を

や

～
低
下
す
る
も

の
で
は
あ

る
ま

い
か

。
併
し
以
上
の
論

議
も
左
程
矛
盾
す

る
も

の
で
は
な

い
。
市
邸

に
於
け
る
無
師
智
、
自
然
智

の
開
登

が
あ

れ
ば

こ
そ
、

そ
の
端
的
な
言

表

で
あ
る
無

一
物

の
和
偏

に
於
け

る
活
作
略

が
あ
り
得
た
の
で
あ
ら
う
。
而
し

て
五
粗
下
の
大
悟

は
五
租

の
謹
明
に

六
胆
大
師
の
「
心
理
學
」

(
一
〇
)
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六
租
大
師
の
「心
理
學
」

(
一
一
)

叶

つ
た

一
大
敷
喜

で
は
あ

る
ま

い
か
。

こ
れ
を
霞
山
會
上

に
取
れ
ば

五
顧
が
示
し

た
而
生
其

心

の
句

は
繹
愈

の
金
波

羅
華

で
あ
り
、
六
租

の

「
何
期
」

の
語
は
迦
葉

の
微
笑

で
あ
り

、
そ
の
時
六
祀

の
膿
鹸
底

が
五
租

の
暉
傳
燈

の
本
流

に
合
流
し
た
も
の
で
は
あ

る
ま

い
か
。
か

く
て
私
は
"
無

一
物

は
自
性
な
り

"
の
命
題
を
肯
定

す
る
の
み
な
ら
す

、

自
性

に
就

い
て
の
自
清
浄
、
不
生
滅
、
自
具

足
、
無
動
揺

、
生
萬
法
も
共

に
矛
盾
な
き
語
と
し

て
取

る
事
が
出
來

る

の
で
あ

る
。
從

つ
て
無

一
物
の
参
究

に
頓
敏
を
開
く
秘
鍵
が
な

け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
而

し
て
自
性

に
就

い
て
の
如
上

の

種

々
の
命
題
、
相
互

の
矛
盾
如

何
は
新
な

る
課
題

で
あ

る
。

(…註
一
)伊
藤
い古
㎞鑑
先
生
著
「
六
泄
大
師
の
思
想
」「
日
本
・佛
…教
曲學
…教
會
年
報
一七
)滲
一照

(註
二
)日
種
護
山
先
生
著
「
六
腿
の
護
悟
と
中
心
思
想
」
「輝
研
」
十
六
號
参
照

三

凡

そ
或

る
も

の
、
本
質
が

そ
れ
と
類
し

て
反
樹

叉
は
矛
盾

す
る
も
の
と
の
比
較

に
よ
り
て
明

に
な

る
よ
う

に
頓
、教

の
考
察
を
無

一
物

の
偏

に
取
る
時
當
然

そ
れ
と
封

立
的
な
漸
教

で
あ
る
帥

秀
の
偶
と
の
比
較
が
考

へ
ら
れ

る
。
而
し

て
二
偏

に
依

つ
て
頓
漸
を
考
察
す
る
時
、

ご
つ
の
假

定
が
許
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
帥
ち

一
に
は
頓

漸
が
本
質

的

に
匝

別
さ
れ

る
事
、

二
に
は
そ

の
匝
別
が
ご
偶
に
於

い
て
見
得

る
事

で
あ

る
。

先
づ
第

一
の
問
題

か
ら
出
登
す

る
。
頓
修
漸
修
之
殊
莫
レ不
下會
昌其
旨
鯖

ケ開
昌示
正
畳
一L
(重
刻
暉
源

詳
序
丈
原
)
や

「
南
岳

天
台
南

仇
北
秀
與
二達

磨
東

來
宗
旨
一無
ソ有

差

別
一」
(同
上
)「
能
秀

二
師

倶
傳

達

磨

之
心
一。
而
頓
漸
殊
稟

。
荷

澤
直
指

知
見
。
江

妬



西

一
切
皆

眞
L

(斐
休
輝
源

都
序
叙

)
や

「
時
旭
師
居

曹

漢
寳
林
購。
紳

秀
大
師
在
嚇荊

南

玉
泉
寺
一。
干
レ時
爾

宗
盛
レ化
。
入
皆

樗
二

南
能
北
宗
一。
故
有
昌南
北

二
宗
頓
漸
之
分
一。
學
者
莫
レ知
昌宗
趣

」
(頓
漸
第
八
)
等
を
見

る
時
、
頓
漸

の
本
質

的
匿
別
は
無

い
よ
う

で
も
あ
る
。

し
か
し

「
莫
レ知
}}宗
趣
し

と

か

「
頓
漸
殊
稟
」

と

云
ふ
以
上
そ
こ

に
何
等

か
の
相

違
鮎
が
無

け

れ
ば
な

る
ま

い
。

そ
れ
は
何
の
顯

で
あ
ら
う

か
。
勝
義

の
頓
敏
に
は
頓
漸

の
差
別
は
な

い
が
人

の
利
鈍
竃

迷
悟
逓
疾

の
不
同

に
よ

つ
て
頓
漸

の
分

立
が
あ

る
の
で
あ

る
b
「
何
多

頓

漸
一。
法
無
呂頓
漸
一。
人
有
昌利
鈍

"。
故
名
呂頓
漸
」
(頓
漸

第
八
)や

「
何
以
漸
頓
。
法
即

一
種
。
見
有
昌渥
疾
一。
見
邊
即
漸
。
見
疾
帥
頓
。

法
無

頓

漸
一。

人
有

昌利
鈍

一。

故
名
二頓

漸
」
(緻
煙
本
)や
「
迷
悟
有
昌渥

疾
」
(鰍
儲
騨
二
)
や
「
本
來

正
教
無
レ有
昌頓
漸

。

人
性
自
有

利

鈍

一。
迷
人
漸
契
。
悟
人
頓

修
。

自
識
昌本
心
一自
見
曽本

性
"。
帥

無

差

別
噌。
所
ヨ以
山革
頓

漸
假
名
」
(定
慧
第
四
)
を
見
れ
ば
本
心
を
識
見

し
た

る
眞

の
頓
教

そ

の
も
の
に
は
無
頓
漸
、
無
迷
悟

に
し

て
、
迷

人
の
側
に
む
し
ろ
頓

漸
の
分

立
の
原
理
が
存
す

る
事
が
理
解
出

來
る
。

此
の
場
合

人
の
利
鈍
が
迷
悟
、
見

の
逞
疾

に
選

元
し
得

る
な

ら
ば
、
逞
と

云
ひ
疾
と

云
ふ
は
何

の
意

で
あ
ら

う
か
。

「
秀

聞
皐能
師

読
法
径
疾
直
指
見
性
一」
(棋
裡
寺
㌧や

「
恵
能

,
法
疾
直
指
路
」
(徽
焼
本
)に
よ
れ
ば

「
疾
」
と

は
見
性

の
意

に
て

　

も

も

内
學
的
な
る
黙
で
あ
る
。
從

つ
て
漸
敢
は
見
性
的
で
は
な

い
事
で
換
言
す
れ
ば
迷
見
と
悟
見
と
の
相
違
が
頓
漸
分
立

の
本
質

で
あ
ら
う
。
而
し
て
此
の
迷
よ
り
悟

へ
の
逞
疾
の
關
係
は
果
し
て
時
間
的
で
あ
ら
う
か
。

換
言
す
れ
ば
量
的
差
か
質
的
差
か
が
重
要
な
問
題
と
な
る
。
帥
ち
立
場
と
し
て
は
蓮
績
的
か
飛
躍
的
か
の
問
題
と

な
り
、
具
膿
的
方
法
と
し
て
は
見
性

へ
は
方
法
的
か
、直
接
的
或
は
無
方
法
的
か
の
問
題
で
あ
る
。
後
の
問
に
關
し
て

六
祀
大
師
の
「
心
理
…學
」

(
一
二
)
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六
繊
大

師

の
「
心
理
學

一

(
一
三
)

は
暉
源
諸
詮
集
都
序

に
於

い
て
宗
密
が
「
當
}…高
宗
大
帝
乃
至
玄
宗
朝
時

。
圓
頓
本
宗
未
レ行
昌北
地

一。
唯
紳
秀
灘

師
大
揚
・

漸
教
一。
爲
三

京
法
圭
三
帝
門
師

一。
登
昌稻
達
磨
之
宗
一。

叉
不
レ顯
昌即
佛
之
旨
一。
曹
漢
荷
澤
。

恐
昌圓

宗
絶
滅
一。
遽
呵
昌殿

佳

心
伏

心
等
事
一。
但
是
除
レ病
非
レ除
レ法
也
」
(糊
上
ノ
噌
)と

云
ひ
漸
敏

の
病

的
た
る
二
鮎
は
帥
ち
「
不

顯
即
佛
之
旨
」
と

「

　

　

　

住

心
伏

心
等
事
」
で
あ
る
。
こ

、
に
注
意

す

べ
き
は
内
學
的

で
な

い
漸
教
は
必
然

的

に
何
等
か
の
方

便
修
行

に
よ
る
方

法
的
で
あ

り
、

反
封

に
見
性
的
な
る
頓
敏

は
直
接
的
無
方

法
的

で
あ

る
黙

に
て
、
後

に
考
察
し

よ
う
と
す

る
梯
拭
的

と
掃
蕩

的
と

の
分
立
が
見
ら
れ

る
事

で
あ

る
。

而
し
て
何
故

に
漸
敏
が
病
的

で
あ

つ
て
圓
宗
絶

滅

の
因
を
な
す
か
は

正
し
く
吾
人
の
課
題

で
あ
ら
う
。
次

に
立
場

の
關
係
考
察

は
廣
義

に
は
人
か
ら
紳
性

へ
の
關
係

と
も
見

ら
れ
る
重
大

な
問
題

で
あ
ら
う
。
宗
密

に
從

へ
ば

「
謂
既
悟
即
成
佛
。
本
無
昌煩
憎
一。
名
爲
レ頓

者
。
・即
不
レ鷹
昌修
蜥
一。
何
得
舅復

云
昌

漸
敏

一。
漸
修
即

是
煩
憎
未
レ鑑
。
因

行
未
レ圓
。
果
徳
未
レ満
。
何
名
爲
レ頓
。

頓
即
非
レ漸
。
漸
即
非

レ頓
。
故
云
昌相

反
」

(暉
源
集
・巻

上
・
丁
九
)
と

云
ひ

こ
れ
は

「
悟
修
頓

漸
似
友

符
者
」
の
理
由
と
し

て
墨
げ

た
も
の
で
あ

る
が
、

.、
れ

に
よ
れ
ば
頓
漸

立
場

の
關
係
は
煩
憐
、
因
行
、
果
徳

の
鑑
未
蓋
、
圓
未
圓
、
満
未
満

の
黙

に
蹄
し
得
、
從

つ
て
煩
憎
等

の

「
未
」
か

ら

「
既
」

へ
は

「
當
」

の
關
係
が
成
り
立
ち
、
豫

想
的

で
あ

る
が

こ
れ
は
果
し

て
連
績

的

で
あ

ら

う
か
。
宗

密
は

こ

れ
を
杢
く
非
連
績

に
見
て
ゐ
る
。
帥
ち
頓
は
よ
く
漸
を
も
包
含

し
得

る
も
漸

よ
り
頓

へ
は
絶
封

の
溝

が
あ

る
事
を
述

　

　

　

　

　

　

　は
　

べ
て
ゐ
る
。

「
杢
挾
門
擁

訪

第

二
破
相
敏

一。
全
牧
門
囁
昌第

一
説
相

教
一。
將
レ前

望
レ此
。
此
則
遍

異
昌於
前

一。
將
レ此
振

前

。
前

則
全
同
昌於
此
一。
深
必
該
レ淺
。
淺
不
レ至
レ深
。
深
者
直
顯

出

眞
心
之
膿

"。
方

於

中
一棟

一
切
牧

一
切
也
。
如
是



牧

棟
自
在
L
(輝
源
集
・

巻
上
ノ
ニ
)
に
よ
れ
ば
牧
棟
自
在

の
頓

に
は
何
等
問
題

は
な

く
、
「
全
同
亀於

此
し
と
か
「
深
該
γ淺
」
で
あ
り

漸
よ
り
頓

へ
は

「
遍
異
」

と
か

「
淺
不
レ至
レ深
」
と

云

つ
て
全
く
不
可
能

的

で
あ

る
。

次
に
第

二
の
問
題

で
あ

る
両
偏
頗

に
か

～
る
頓
漸

の
槍
討

が
可
能

で
あ

る
か

に
移

つ
て
見
よ
う

。
當

時
灘
界

の
二

大

思
潮
を
な
し
た
頓
漸

二
敏
の
考
察
を
か

、
る
簡
軍
な
る
五
絶
に
取
る
事
は
恐
ら
く
経
験
學
的

に
は

一
面
的
、
局
部

的
、
任
意
的

に
し

て
客
観

的
で
な

い
か
も
知

れ
な

い
が
古
人
も

「
自
昌達
磨
葡至
昌六
租
傳

衣
禰。

始
有

呂言
句
"。
日
昌本
來

箋

物
爲
南

宗
"。
日
昌時
々
勤
彿
機
舜

北
宗
」
(碧
綴
集
序
交

方
回
萬
里

)
と
云
び
、
且
つ
五
租
得
法
の
爲
の
偶
と
す
れ
ば
雨
師
の

面
目
を
知

る
に
充
分

で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。

先

づ
秀
師

の
偶
は

『
身
是
菩
提
樹
。

心
如
昌明
鏡
皇

一。
時

々
勤
梯
拭
。

勿
レ使
レ惹
昌塵
埃

』
(明
本
・高
麗

本

同
丈

)莫
使
有
(轍
煙
本
ソ莫
レ使
レ染
(韻
糎
)
で
あ

る
。
六
租

の
偏
は
『
菩
提

本
無
レ樹

。
明
鏡
亦
非
レ毫
。

本
來
無

一
物
。
何
庭
惹

塵̀
埃
し
へ醐
聯
刺
)惹

之
宇
有
(韻
糧
)
で
あ
る
。
嶽
焼
本

に
は

二
種

の
偏
が

あ

り
、

一
は
轄
句

の

み
「
佛
性
本
清
澤
」億
縫

結
句
耀
綿

で
あ
り
二
は

『
心
是
菩
提
樹
。
身
爲
昌明
鏡
壷
脚。
明
鏡
本
清
浮
。
何
慮
惹
昌塵
埃
』

で
あ
る
。

此
の
場
合
轄
結

二
句

に
於

い
て

一
、
二
共
に
他

三
本

の
無

一
物

に
見
る
六
租
猫
特

の
も

の
が
看
取
出
來
る
。

故
に
得

法
偶
は
無

一
物
の

一
句

に
あ

る
と
言

へ
よ
う
。
然

ら
ば

二
偏

の
根
本
的
特
質

は
何
か
。

全

く
頓
漸

の
考

察
に

見
た

二
織

で
あ

る
。
帥

立
場
の
相
違

に
は
、
前
者
は
佛

凡
、
煩
憎
、
菩

提
、
迷
悟

の
二
見

に
立
ち

反
之
後
者
は
佛

凡

不
二
の
無

一
物

の
立
場

(立
場
な
き
立
揚
な
る
故
假

り
に
絶
封
的
立
場
と
云
ふ
)
に
立

つ
顯

で
あ

り
、
方
法

の
相
違
に
は

一
は
方

法
的
帥
梯
拭
的

で
あ

る
に
反
し
、

一
は
無
方
法
的
帥

掃
蕩
的
で
あ

る
鮎

で
あ

る
。
そ
れ

で
は
何
故

に
五
租

は
頓

的
な

六
租
を
取
り
漸
的
な

六
胆
大
師
の
「心
理
學
」

(
一
四
)

姐



六
租
大
師
の
「心
理
學
」

(
圃
五
)

紳
秀
を
取
ら
な
か

つ
た
か
。
そ
れ

は

一
に
神
秀

の
偏
が
五
租

の
質
問

に
封
し

て
不
當

に
し

て
淺
薄

な

る
が
爲

で
あ

る
。

五
粗

の
問
は
言

ふ
迄
も
な

く
、
「
汝
等
各
去
。
自
看
昌智
慧
一。
取
昌自

本
心
般
若
之
性
一。
各
去
作
昌
一
偏
「來
呈
レ吾
看
。
云
云

思
量
帥

不
γ當
。
見
性
之
人
言
下
須
ゾ見
㌧
(行
由
第
一
)に
て
見
性
底

の
直
接
記

述
を
要
求

し
た
の
で
あ

る
。
從

つ
て
そ

の

偏
頗
は
自
性

の
端
的
な
答

へ
方

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
紳
秀

の
偶

に
封
す
る
五
祀

の
批
到
を
見

る

時
大
衆

へ
は

「
但

留
昌此
偏
與

レ人
請
持

。
依
昌之
偏
一修
免
レ堕
昌悪
道
一。

…
…
蓋
諦
昌此
偏

帥

得
見

性
醐」
'同
上
)
と

云
ひ
肯

定
的

で
あ

る
が
、

紳
秀

へ
は
「
汝
作
昌此
偶
一未
昌見
性
一。
只
到
昌門
外
一未
レ入
昌門
内
一。
如
レ是
見
解

覚
昌無
上
菩
提
一了

不
レ可

レ得
」

と
否
定
し

て

ゐ
る
。
こ
れ
は
此
の
偏
が
見
性
底
の
端
的
な
答

へ
で
な

く
、
見
性

へ
の
過
程
的
方
法
た
る
故
否
定

せ
ら
れ
た

の
で
あ

ら
う
か
。
し
か
も
そ
の
方
法
は
見
性

へ
の
正
し
き
指
導
.で
あ

る

か

ど

う
か
が
第

二
の
問
題

で
あ

る
が
故

に
五
祀
は

「
覚
昌菩
提
"不
可
得
」

と
云

つ
た

の
で
あ
ら

う
か
。
見
性

可
能
と

云
つ
た

の
は
全
く
天
桂
も
言

つ
た

よ
う
に
大
衆
読
法

へ
の
五
租

の
方
便
と
見
ら
れ
從

つ
て
菩
提

へ
の
不
可
能
は
見
性

へ
の
不
可
能
を
意
味

す
る
も

の
で
は
あ

る
ま

い
か
。

何
故
に
紳
秀
の
立
場
並

に
方
法
は
不
可
能

で
あ

る
か
。

こ

、
に
頓
漸
の
相
蓮
黙
が
見

ら
れ
る
で
あ

ら
う
。
天
桂
は
、

「
是
謂
亀所
智
愚
。
理
障

「法
見
唱而
己
。
大
師
爲
噌親

嫡
噂只
郵

出

此
法
見

一
頭

地
}故
也
。

假
令
排
レ砂

槍
レ金
。
豊

若

鯛

目

是
寳
一乎
」
(
隔
滴
巻
一)
と
云
ひ
南
泉

の
語
を
引

き

「
或
問
南

泉
"。

黄
漿
門

下
。

有
呂五
百
人
"。

爲
昌甚

慶
盧

行
者
猫
得

表

鉢

一。
師

云
。
只
爲
"四
百
四
十
九
人
皆
解

佛

法
'。

盧

行
者

一
人

不
叔解
昌佛
法
'。

所
以
得
表

鉢
」

と
云
ひ

叉
黄
奨
が

傳

心
法
要
に
於

て

「
問
六
旭

不
レ會
"経
書
一何
得
昌傳
レ衣
爲
τ祀
。

秀

上
座
五
百
人
首
座
。

爲
昌敏
授

師
一。
講
昌得

三
十

二
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本
経
論

一。

云
何
不
傳
衣
。
師

云
。
爲
昌他
有

心
。
是
有
爲
法
。
所
修

所
謹
轍。
將
レ爲
レ是
也
L
(正
藏
四
+
八

二
〇
一
二

)
と
云

ふ
る
見

る
時

一
が
所
知
愚

、
理

障
法
見
、
解

佛
法
、
有

心
、
有
爲
法

で
あ

り
、
從

つ
て
所
修
所
謹

で
あ

る

に

一
は
不
會
佛
法

起
法
見
、
無
知
見

、
無
爲

法
で
あ

り
、
從

つ
て
無
修
無
謹

の
黙
が
指
摘

せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
而

し
て
解
佛

法

の
紳

・秀
が
理
障
と

か
法
見
と

か
言

は
れ

六
組

不
會
佛
法
が
何
故

に
五
祀

の
頓
教

に
叶

ふ
か
の
内
的
必
然

性

の
槍
討

は
次
の

課
題
で
あ

る
。

(註
》紳
秀
ノ
諏
ハ
輝
門
デ
ハ
息
妄
修
心
宗
二
教
門
デ
ハ
一蜜
意
依
性
説
相
教
申
ノ
第
三
將
識
破
相
教
二
配
ス

四

上
來
神
秀

の
漸
的
た

る
所
以
並

に
そ
の
誤
謬
を
概
観

し
た
が
そ
の
梯
拭
的

叉
は
塞

心
的
た
る
原

理
を
關
明
す

る
事

に
依

つ
て
研
究

の
圭
眼

で
あ

る
本
來
無

一
物

の
意
味
並

に
頓
悟

の
意
味
を

も
考
察
し
た

い
と
思

ふ
。

先

づ
梯
拭

的
と

は
何
を
謂

ふ
の
で
あ

る
か
。
聯
會
和
街
遺
集

の
著

者
胡
適
は

「
當
日
南

北

二
宗

之
孚
。
根
本
之
黙

只
是
北
宗
重
レ行
。
而
南
宗
重
レ知
。
北
宗
則
重
在
昌由
レ定
登
τ悪
。

而
南
宗
則
重
在
昌以
レ慧
振
7定
」
(同
書
・雀

首
・
五
頁
)
と
云
ひ

「
紳

秀
的
五
方
便
論
〈有
轍
燵
本
)
便
是

一
種
煩
項
哲
學
」
(蜷
蛸
姻
節
〉
と

云

つ
て
慧
獲
得
の
方
便
と
し

て
五

方
便
論

を
も

っ
た

事
を
指
摘

し
て
ゐ
る
が

、
之
は
宗
密

の
「
叉
須
下明
ヨ解

趣
昌入
灘
敏
方
便

一。
遠

離

債
閑
一。
住
昌閑
静

庭

一。
調
レ身
調
レ息
。

撰

宴
罫

」
(輝
源
諸
詮
・

巻
上
ノ
唱
)
と
云

ふ
に
よ
り
て
や

～
そ

の
具
髄
的
内
容

を
察
知

す
る
事
が
出
來

る
。

か
、
る
方
便
を
有

つ
に
到
つ
た
彼
の
原
理
は
何
で
あ
ら
う
か
。
天
桂
の
紳
秀
偶
の
註
に
は
「
霜
察
昌此
偏
一自
身
即
是

六
融胆
大
儒騨
の
「
心

理
愚
「」

(
一
山ハ
)
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六
閥
大
師
の
「心
理
學
一

(
一
七
)

菩
提
。
自

心
如
昌明
鏡
當
τ壷
。
而

本
然
清
浄
。
元
無
昌迷
悟

"。
難
呂如
レ是
知
一。
以
昌尚
有
7見
昌於
事
参

漏
之
習
'。

故
自
謂

識
塵
流
注
。
漸

々
彿
拭
焉
。
若
縫
有
昌幌
慢
一則
早
染
昌汚
心
鏡
一。

絡
至
レ惹
一塵

埃

一。
故
云
勿
レ使
レ惹

」
(
唱
滴
巷
一
)
と
云
ひ

圭
峯
は
紳
秀

の
灘
を

息
妄
修

心
宗

に
配
し

「
諸
衆
生

雄
琶本
有
昌佛

性
噸。
而
無
始
無
明
覆
レ之
不
レ見

。

故
輪
砲

生
死
一。

諸
レ己

=断

妄

想
一。
故
見
性
了

々
。
出

離

生
死
一。
紳
通
自
在
。
當
レ知
凡
聖
功
用

不
レ同
。
外
境
内

心
各

々
有
昌分
限
一。

故
須
7依
昌師
言
敏
一肯
レ境
観
レ心
息
申滅
妄

念
占。
念
鑑
即
畳
昌悟
無
ツ所
ノ不
レ知
。
如
下鏡
昏
塵

。
須
勤

々
彿
拭
。
塵
蓋

明
現
帥

無
"所
レ不
レ昭
」
(輝
源
諸
詮
・

巻
上
ノ
一
)
と

云
ふ
を
見
れ
ば
秀
師
の
立
場

は
弐
の
諸
鮎

に
蹄

す
る
で
あ

ら
う
。

一
、
佛
、
聖
、
叢
口提

が
甥
象
的

に
見
ら
れ

て
ゐ

る
事
從

つ
て
凡
聖
、
生
佛

の
封
立
が
あ
り
、
内
外

境
心
の
封

立
が
あ

る
二
的
見
方

に
立

つ

事
。

二
、
佛

を
封
象
的

に
無
甥

立
的
と
し

て
理
想
的
に
見

る
故
に
、

「
肯

境
観

心
息
滅
妄
念
」
等

の
否
定
的
梯
拭
法

に
よ
る
事
。

三
、
而
し

て
佛
凡
が
連
績

的
に
見

ら

れ
て
ゐ
る
故

に
方

法
的
努
力

の
可
能

を
信
す
る
佛
敏
的
目
的
論

的
理
想
主
義
的
態
度
が
存
す

る
事

で
あ

る
。
而
し

て
此
の
立
場

の
杢
然

の
謬
見
た

る
は
白
隙

が
遠
羅

天
釜

に
於

い
て

「
書
夜
に
妄

念
を
彿
ふ
は
琵

を
磨
き
粟
稗

の
鳥
を

逐

ふ
に
同

じ
。
是
れ

識
紳
を
認
む
と
云
ふ
。

山
河
大
地
を
照
破
す
る
光

明
の
叢
す

る
事
は
な
き
事
な
り
」

(答
法
華
宗
尼

之
問
之
書

)と

云
ひ
紳
會
が
「
悟

レ之
乃
煩
拶
帥
菩
提
。
迷
レ之
則

北
レ韓

而
適
レ楚

。
共

漸
也
。
積
昌信
低
之
劫
歎

猜

庭
出輪

廻
し
(石
井
本
、
紳
會
錐

「大
乗
頓
教
願
」

)
と

云
ひ
天

桂
が

「
因
可
レ修
果

可
レ謹
者
。
皆
賢
聖
化
城
。
而
非
蕪

物
實
城
一。
不
レ見
レ道
。
修
レ身
錬
レ行
。

三
世
佛
冤
」
(
剛滴
巻
唱
)

と
云
ふ
を
見

る
時
明
ら
か

で
あ

る
っ
然

も
此
の
立
場

の
錯

誤

の
究
極

は

「
不
見
道
」

に
よ

る
凡

夫

の
二
見

に
あ

る
の
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で
あ

っ
て
六
租

ぱ
随
腱

に
之
を
否
定

し
て
自
己
の
頓
的
な
不

二
の
立
場
を
主
張
し

て
ゐ
る
。

「
煩

櫛
郎

是
菩
提
。
無

レニ
無
レ別
。
若
以
昌智
慧

一昭
}破

煩
櫛
一者
此
是

二
乗
見
解
」
(宣
詔
第
九
)と

云
ひ

「
明
與
昌無
明
一凡
夫
見
レ
ニ
。

智
者
了
嵩達
其

性

無

二
一。
無

二
之
性
即
是
實
性
」
(同
上
)と

か

「
唯
論

見

性
一不

論

灘

定
解
脱
"。
爲
=是

二
法
不
昌佛

法
一之
故
。
佛

法
是

不

ご
之
法
」
と

云

つ
て
ゐ

る
。

右
に
よ
り

て
大
略
携
拭
法
の
誤
謬

の
鮎
を
理
解

し
た
が
、
更

に
何
故

に
か

～
る

二
見

に
立

つ
に
到

つ
た
か
、
叉
何

故

に
方
法
的

で
は
な

い
か

∫
問

は
れ
ね
ば
な
ら
な

い
で
あ
ら
う
。

そ
れ
に
は
彿
拭
法
自
身

の
反
省

か
ら
出
薮

せ
ね
ば

も

　

　

な

ら
ぬ
。

私
等
が
本
來
無

一
物

の
直

指

の
前
に
成
る
程
さ
う
だ
と
自
知
し
得
な

い
限
り
換

言

せ

ば
内
學

的
で
あ
り

得
な

い
時
、
そ
れ
を
封
象
的

に
追
及
す

る
求
道
的
態
度
を
取
り
、
從

つ
て
無

一
物
な

る
故
否
定
的

に
進
ま
ん
と
す

る

の
は
當
然

で
は
あ

る
ま
い
か
。
眞

の
私
と
は
何
で
あ
ら
う
か
。
本
心
と
云
ひ
自
性
と

云
ひ
本
來
面

目
と

云
ふ
が
そ
れ

が
私
等
の
現
實
そ

の
ま

、
で
な

い
事
は
僅

か
な
内
省

に
よ

つ
て
自
知

さ
れ
る
腱

で
あ

る
。
そ
れ
は
内
外

…封
立
の
有
に

し

て
無

一
物
と
は
大
凡
反
す

る
か
ら

で
あ

る
。

無
差

別
的
無
が
本
心

で
あ
る
時
そ
れ
は

『
見
ら
れ
た
も

の
』

で
な

く

『
見

る
も

の
』

に
求

め
ら

れ
は

せ
ぬ
で
あ
ら

う
か
。
「
心
随
昌萬
境
一轄
」

と
云

ふ
時
私
の
心
は
封
境

に
制
約

せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
考

へ
ら
れ
境
の
否

定

に
眞

の
自
己

へ

の
接
近
が
あ

る
で
あ
ら
う
。

こ
、
に
排
拭

法
の
出
螢
と
し

て

「
背
境
観

心
」

が
成
立
す
る
。

こ

、
に
知
畳
や
威
畳

の

世
界

の
否
定
が
あ
ら
う
。
そ
れ
で
は
客
観
を
離
れ
た
心
理
現
象
的

心
即
知
、
情

、
意

等
が
本
心

で
あ
ら
う
か
。

之
も

六
胆
大
師
の
「
心
理
墨
」

(
一
八
)
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六
湘脚十
肺師
の
「心
理
學
」

(
一
九
)

爾
現
象
的
有
と

し
て
見
ら
れ
た
も

の
に
し
て
絶
封

に
見

る
無

で
は
な

い
。

こ

、
に
彿
拭
法
第

二
の
過
程
と
し
て
の
塞

心
法

の
出
磯
が
あ

る
。
而
し
て
具
騰

的
物
、

心
が
物
的

・
心
的
物
で
あ

り
物
的

・
心
的
心

で
あ

る
な
ら
ば

こ
、
に
於

て

一
切
の
内
外

の
現
象
的
な
も

の
が
否
定

せ
ら
れ

る
と
も
考

へ
ら
れ
る
。
が
併
し

か

、
る
物

心
は

眞

に
見

る
意
識
帥

認
識

圭
観

に
よ

つ
て
成
立
す
る
と

す
れ
ば

そ
の
意
識

の
み
は
有

と
し
て
肯
定

せ
ら
れ

る
で
あ
ら
う

。
こ
の
意
識
が
無

と
し

て
の
本
心
で
あ
ら
う
か
。
而
し
て
意
識

に
は
學
問
、
藝
術
、
道
徳
の
原
理
と

も
云
ふ
べ
き
理

念
が
あ

b
理
念

の

理
念
と
も
云
ふ

べ
き
債
値
圭
槻
と
か
叡
智

的
自

己
と

か

ゴ
深

い
自
己
と
し
て
考

へ
ら
れ

る
で
あ
ら

う
。
併
し
術

そ
れ

等
は
見
ら
れ
た
も
の
と
し

て
其

の
無

で
は
な

い
で
あ
ら

う
。
勿
論

か
～
る
自
己
は
箪
な

る
封
象
的

な
有
で
な
く
、
む

し
ろ
そ
れ
等
を
超
え
て
有
を
有
た
ら
し
め

る
原
理
的
無
と
も

云

へ
る
の
で
あ

る
が
尚
志
向
的

で
あ

る
限

り
原
理
的
有

に
し

て
無

一
物
の
本
心
で
は
な

い
で
あ
ら
う
。
か

、
る
圭
観

は
廣
義

の

「
心
生
種

々
法
生
。

心
滅

種

々
法

滅
」
と

云

ふ
心
に
相
當
す
る
と
す

る
な
ら
ば
生
滅

の
原
理
を
な

す
心
は
識
紳
な

る
故
否
定

せ
ら

る
べ
き

心
の
究
極
的
な
も
の
で

な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

こ

～
に
彿
拭
法

の
究
極
た
る
塞

心
法
が
あ

る
で
あ
ら

う
。

か
'く
て
無
限

に
否
定
道
は
深
く
な

る
で
は
あ
ら
う
が

「
見

る
も

の
」

は
永
遠

に
見
ら

れ
ぬ
で
あ
ら
う
。
若
し
見
る
も
の
が
見
ら

れ
絶

封

の
無
が
把
握

せ

ら
れ
る
な
ら
ば
、

そ
こ
に
は
最

後
の
封
立
と
し
て
見

る
も
の
と
見
ら
れ
た
も
の
と
が
、
達

せ
ら

れ
た
無
と
達
し
た
私

が
封
立
す
る
事
と
な
り
、
眞

の
無

で
も
な
く
叉
見

る
も

の
で
も
な

い
。
之
は
無

冒
物
が
哲
學
的
、

又
は
心
理
學

的
に

は
把
握

出
來
な

い
事

で
あ

る
。

こ
の
事
は

叉
無

が
絶
樹

に
見

る
も

の
に
し
て
見

ら
れ
ぬ
も

の
で
あ

る
と
共

に
そ

の
底
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に
は
見
も
せ
す
見
ら
れ
も
せ
ぬ
能
見
、
所
見
の
世
界
を
越

へ
、
六
祀
の
所
謂
「
口
念
」
の
差
汰
で
な
い
事
從
つ
て

「
心

行
」
の
瞠
験
底
に
あ
る
事
換
言
す
れ
ば
知
取
で
な
く
行
取
で
あ
る
意
で
あ
ら
う
。
し
か
し
行
取
と
言
ふ
の
も
最
近
畳

心
理
學
i

「
勘

の
研
究
」
黒
田
亮
氏
著
i

に
於

い
て
読
く
無

心
の
如
き

で
は
な

い
で
'あ
ら
う
。
.即
劒
道
や
能
樂
等

の

極
致
と
し

て
の

「
妙
」

と
か

「
骨
」
が

一
つ
の
も

の
己

没

入
し
忘
の
境
地

に
至
り
、
忘
よ
り
最
高

の
畳
た
る
「
無

心
」

と

せ
ら

れ
て
ゐ
る
が

こ
れ

一
種

の
差
別
境
に
於
け

る
自
由

に
し

て
む
し
ろ
純
粋

理
念
と
も
云
ふ
べ
き
も

の
で
あ
ら
う

成

程
そ
こ
に
も
奪

い
無

と
云

つ
た
も
の

、
髄
得
が
あ
ら
う
が
そ
れ
は

一
般
的
な
現
實
意
識

を
超

へ
た
脱
俗
的
な
も
の

と

し
て
も
尚
文
化
意
識

的
有

と
も
言

ふ
べ
き
も

の
で

一
切
を
塞
な

り
と
観

す
る
宗
敏
的
否
定
意
識

と
は
封
踵
的

に
し

て
裁
然
と
差
別
す

べ
き
で
あ
ら
う
が
共

に
、
眞

の
無

一
物

で
は
な

く
、
纏
瞼
的
、
所
謎
的
な
り
と

考

へ
ら
れ
る
限

り

六
租

の
破
揮
す

る
著
塞

、-
住
塞

に
し
て

一
種

の
廣
義

の
著
境

に
し
て
、
爾
「
心
迷
」
に
過
ぎ
ぬ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

六
租
が
大
錯
と
云
ひ
邪

見
と

云

つ
て
極
力
排
斥
し
た
相
似

の
室
境
が
正
し
く
か

、
る
も

の
で
は
な

か

つ
た
か
。

「
莫

聞
昌吾
読
7塞
便
帥

著
膨塞
。
第

一
莫
レ著
レ塞
。
若
塞
心
静

坐
。

帥
著

蕪

記
塞

」

(般
若
第
二
)
や

「
浮
無

昌形
相

一。

却
立
幡浄

相
一。
言
"是

工
夫
一。
作
昌此
見
著

障
昌自
本
性

一却
被
浄

縛
し

(定
慧
第
四
)
と

云
ひ
、「
住
〆心
観
レ静
是
病

非
レ輝
」
(頓
漸
第
八
)

と
云

つ
て
ゐ

る
。
而
し
て
か

、
る
塞
心
は
著
空

に
し

て
悟
を
障
ゆ

る
迷
妄

に
過
ぎ

ぬ
の
で
あ
る
。
「
只
縁
昌心
迷
一不
レ能

自̀
悟
一」
(般
若
第
二
)や

「
由
レ何
聞
"法
不
昌自
開
悟

一。
縁
昌邪
見
障
重
煩
櫛
根
深
」
(同
上
)
や

「
前

念
迷
即

凡
夫
。
後
念
悟

帥

佛
。
前

念
.著
レ境
即
煩
拶
。
後
念
離
レ境
即
菩
提

」
や

「
世
人
外
迷
著
レ相

内
迷
著
レ塞
。

若
能
於
レ相
離
レ相
。
於
レ塞
離

六
祀
大
師
の
「心
理
學
」

(
二
〇
)
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)

レ塞
。
・即
是
内
外

不
レ迷
。
若
悟
昌此
法
噌。

一
念

心
開
L
な
ど
を
見

れ
ば
著
塞
が
内
迷
で
あ

る
事

且

つ
離
塞

に
こ
そ
悟
の

意

味
が
あ

る
事
が
知
ら
れ
る
。
即

梯
拭

法
は
爾
否
定
せ
ら

る
べ
き
塞
心

に
堕

し
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
こ

～
に
頓
悟

に

於
け

る
内
外

一
切

の
捨
棄
帥
ち

掃
蕩
法
が
存
す
る
の
で
あ

る
。
從

つ
て
自
性

は
内
外

一
切

の
差

別
を
絶
す

る
も

の
に

し

て
、
物
質
的

で
な

い
は
勿
論
精
神
的

で
も
な
く
、
何
等

の
意
味

に
て
も
封
象
化

せ
ら
れ
ぬ
無
限

定
的
な

も
の
で
非

存
在
的

で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
唯
心
論

的
で
も
唯
物
論

的

で
ぎ
超
越
的
で
も
内
在

で
も
な

い
の
で
あ
る
。
從

つ
て
外
求

的

で
な

い
と
共
は
内
求
的

で
も
な
い
。
内

に
荷

ほ
求
む
る
時
そ
れ
は
内
的
外
求
と
云
ひ
得
よ
う
。
帥
求

め
ら
れ
る
も

の
で
は
な

い
。
三
租

が
「
愼
勿
追
尋
」
と
云

つ
た
の
も
此

の
意

で
あ
ら
う
。
求

心
的
な

る
も
の
そ

れ
が

心
迷

で
あ
る
。

六
租
が

「
迷
人
外
見
修

行
。
寛
レ佛
未
レ悟

魯

性
」
(般
若
第
二
)と

云
ひ
中
峯

が
「
今

之
學
道

人
。
外
藁

言
昌動
作
施
爲
皆

是

塵

勢
一。
欲
レ置
昌身

於

一
物
不
侵

之
域
一…
…
而
返
堕
昌迷
中
一之
倍
人
也
」
(
噌華
五

葉
集

)と

云
ひ
大
殊
が
「
求

二大
浬
桀
"是
生
死
業

捨
レ垢

取
レ澤
是
生

死
業
。
有
レ得
有
レ談
是
生
死
業
。」
(頓
悟
要

門
論
下
)
と
云

ふ
は
梯
拭
法

へ
の
嚴
粛

な
る
批

到

で
は
あ

る

ま
い

か
。
こ

、
に
求
道
的
態
度

の
根
本
的
反
省
が
要
求

せ
ら
れ
る
。
求
道
と
は
馳
求
心
に
過
ぎ
な

い
、

こ
れ
が
迷
妄
の
根

本
で
あ
る
。
こ
の
馳
求
心
は
何
か
ら
起

つ
た
か
と
言

へ
ば
凡
聖
不

二
、
生
佛

一
如

の

「
信
不
及
」

に
起
因
す
る
も
の

で
凡
夫
見

に
過
ぎ
な

い
。

こ
、
に
求
む

る
も

の

～
死
が
要
求

せ
ら

れ
る
。
求
む

る
自
己
が
あ

る
以

上
求
む

る
も
の
は

永
遠

に
自
己
を
離

れ

て
ゐ
る
。
掴
ん
だ
時
巳

に
清
え
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
理
想
圭
義
的
態
度

一
般

に
於
け

る
悲
惨
で
は

あ

る
ま

い
か
。
自
性

理
解

の
前

に
は
彿
拭
法
は
自

己
自
身
を
放
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
神

秀

の
立
場
が
そ
の
究
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極

に
於

て
菩
薩
地
に
於

け
る
塞
心
と
し

て
、
如
何

に
奪

い
聖
的
な
も

の
で
も
術
捨

つ
べ
き

で
あ
る
。
佛
が
「
無
法
」
と

言
ひ
達
磨
が

「
無
聖
」

と
言

ふ
も
道
元
が
正
法
眼
藏
随
聞
記
に

「
只
身
心
を
佛

法
に
な
げ
す

て

、
更
に
得
法

ま
で
も

望
む
事
な

く
修
行
す
る
を
以
て
、
是

を
不
汚
染

の
行
人
と
は
云
ふ
な
り
。
有
佛
の
庭
に
も
留

る
事

を
得
す
、
無
佛

の

所
を
も
急

に
走
過
す
と
言

ふ
は
此

の
心
な
り
」
(岩
波
文
庫
、

同
書
九
六
頁
)
と
云
ひ
起
信
論

に
菩

薩
地
す
ら
否
定

す

る
の
も
此
の
意

に
外
な
ら
な

い
。

「
染

心
義
者
。
名
爲
『煩
櫛
擬

一。
能
障

翼
如

根
本
智

}故
」
(同
書
解

羅
分

)
と

云
ひ
、
染

心
は
無
相

よ
㌧
生

じ
無
明
と

は
コ
以
ゾ

不
レ達
昌
一
法
界
一故
。
心
不

相

晦

。
忽
念
念
起
。
名
爲
昌無
明
L

と

云
ひ
、
「
依

染

心
一能
見
能
現
」
と

云
ひ
、
「
若
得

浄

心
一。
所
見
微
妙
。
其

用
韓
勝
。

乃
至
菩
薩
地
鑑

。
見
レ之
究
覚
。
若
離
昌業
識
一。
則
無
"見

相
一。
以

諸

佛
法
身

無
7有

彼

此
色
相
迭
二
相
見

一故
」

と
云

ふ
を
見

る
時
菩
薩
地

の
究
覧
す
ら
能
見
能
現

の
業
識
内

と
な
し
染

心
、

無
明

の
所
生

と

し
諸
佛

の
法
身

は

「
無
昌見
相
」
と
云

つ
て
ゐ
る
の

で
あ

る
。
か
く

て
彿
拭

法
は
自

己
自
身

に
矛
盾

的

で
あ

る
ば

か
り

で
な

く
立
場
自
膿
に
於

て
濁
断
的
誤
謬
を
藏
し

て
ゐ
る
。
即
ち
立
場
と
方
法
と
は
相
互

に
矛
盾
的

で
あ

る
。
求
道
的

態
度
は
獲
得

へ
の
方
向

で
あ
り
、
彿
拭
法
は
否
定

へ
の
方
向

で
あ
る
。
故

に
求
道
的

で
あ

る
限
り

梯
拭

法
は
徹
底

せ

す
、
而
も
求
心
的
で
な

い
な
ら
ば
…彿
拭
法
も
無
意
味

で
あ
ら
う
。
こ
れ
は
根
抵

に
於
け
る
錯
誤
.即
ち
佛

凡
の
二
見
帥
迷

よ
り
佛
凡
不

二
.即
悟

へ
の
不
可
能
を
可
能
と
す
る
猫
断

に
よ
る
も
の
で
、
此

の
上
層
建
築

で
あ

る

一
切

の
修

法
は
到

庭
に
自
家
撞
着

の
苦
悶
を
惹
起
す

る
で
あ
ら
う
。

こ

～
に
梯
拭
法
全
膿

の
死
が
あ
り
求
道
的
な

る
も

の

、
死
が
要
求

六
胆
大
師
の
「
心
理
學
」

(
二
二
)
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せ
ら
れ
曾

て
考
察
し
た
瀞
性

の
前

に
は
人
間
性

の
死
が
あ

る
の
で
あ

る
。

彿
拭

法
の
死
そ
れ
が

掃
蕩
法

に
外
な
ら

ぬ

六
組

の

「
屏
昌息
諸
縁

勿

レ生
昌
一
念

」
や
「
不
思
善

不
思
悪
」
を
初

め
達
磨
が
「
外
息
昌諸
縁
一内
心
無
レ喘
。
心
如
昌塙
壁

可
二

以
入
ツ道
」
(少
室
六
門
二

種
入
末
ノ
偶
)や
三
租
が
「
但
莫
昌憎
愛

洞
然
明
白
」
(信
心
銘
)や
「
欲
レ得
現

前

一莫
レ存
昌順
逆

噛」
や
「
莫
レ逐

有̀
縁

一勿

レ住
'}塞
忍
し
と
云
ひ
百
丈
が
「
汝
等
先
歌
昌諸
縁
"休

息

萬
事
」。L
(糊
門
寳

藏
集

)と
か
「
放
捨
身

心
」
と

云
ひ

黄
桀
が
「
大
捨
」
と
云

つ
た

の
も
こ

の
掃
蕩
法
を
用
ひ
た

の
で
あ

る
。

掃
蕩
と
は

「
不

一
こ

を
信
ぜ

ぬ
自
己
帥

ち
方
法
的
、
無
明
的
、
不
畳

的
自

己
の
死

で
あ
り
、
識
神

の
死

で
あ
り
迷
情

の
死
で
あ

る
。
迷
よ
り
悟

へ
は
全
く
無
方

法
的

に
し

て
迷

の
死
以
外

に
は
方
法
は
な
い
。
反
省
的
な
私
が

反
省

の
極
死
す
る
の
で
あ

る
。
西
田
先
生
か

「
深
く
自
己

自
身

の
中

に
反
省

し

反
省

の
上

に
反
省

を
重

ね
て
、
反
省

そ
の
も
の
が
消
磨
す

る
と
共

に
、
具

の
自
己
を
見

る
の
で
あ

る
。
深

い
罪
の
意

識

の
底

に
沈
ん

で
悔

い
改
め

る
途
な

き
も
の

、
み
紳

の
鑑
光
を
見
る
事

が
出

來
る
」
(
一般
者
の
自
畳

的
騨
系
四
節
八
)
と

云
は

る
、
の
も

宗
教
的
大
死

で
は
あ
る
ま

い
か
。
自

己
の
死

に
よ

つ
て
自

己
は
眞
實

に
自
己
に
蘇

る
の
で
あ

る
が
自
己

に
は
自
殺

の

力
も
な
い
の
で
あ

る
。
自
己

に
よ
り
て
死
ぬ
と

思
ふ
限
り
自
己
は
生

き
て
ゐ
る
か
ら

で
あ

る
。

梯
拭
法
は
自
己
自
身

を
梯
拭
し
得
な

い
。

た

ゴ
眞

の
掃
蕩
法
は
方
法
的
で
は
な

く
頓
悟

に
過
ぎ
な

い
。

六
租
は

「
若

起
昌正
置
ハ般
若
観
照
一。

一
刹
那
問
妄
念
倶
滅
喚

般
若
第
二
)と
云
ひ
無
難
が
「
此
の
身
叢

に
て
殺
さ
ね
ば
萬
劫

の
苦
な
り
。

此

の
身

殺
す
は
、
直

に
如
來
に
な

れ
ば
殺
す
な
り
」

(自
性
寵
)
と
云
ひ
神
會
が

「
用
昌金
剛
惑
一断
二諸
位
地
煩
憎
㌔
舘
然
曉

悟

・…
…
謹
レ之
時

・

萬
縁
倶
絶
。
恒
沙
妄
念
・
一
時
頓
書
」
(榊
噌
瀬
梢
囎
集
)
と
云
ふ
を
見
れ
ば
掃
蕩
法
帥
頓
悟

、

頓
悟

即

掃
蕩

法
で
こ
れ
が
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も

　

　

六
租

の

「
菩
提
自
性
本
來
清

浮
。
但
用
昌此
心
一直
了
成
佛
」
に
見
る
内
學
的
な
も

の
で
あ

る
。
死
即

生
、
生
帥
死

の
宗

敏
艦
験
は
全

く
自
性
自
知

に
す
ぎ

ぬ
の
で

「
本

來
」
と
言

ふ
に
過

ぎ
な

い
。
從

つ
て
六
租

の
掃
蕩

法
と

云
ふ
の
は
否

定
作
用

で
は
な
く
自
性
自
身

に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
「
屏

息

諸
縁
一勿
レ生
昌
一
念
一」
と
云

ふ
は
黄
漿

の

「
息
念
忘
慮
佛

自
現
前
」
(傳
心
法
要
)
で
あ
り
、

天
桂
が

「
直
了
昌知
無
性
一、
則

無
庭

所
脚。
知
レ境
無
所

知
　。

心
境
墜

亡
。
名
爲
昌屏
鼻

。

不
レ言
下別
有
中屏
息

之
一息
菖滅
之
一者
し

(
一滴
巻
一
.と

云

ふ
も

叉
「
不
思
善
不
思
悪
」
は

「
但

一
切
善
悪

都
莫
昌思
量
一。
自
然

得
レ入
昌清
津
心
騰

一」
(宣
詔
第
九
)
で
あ
り
「
善

悪
都
莫
昌思
量

一。
當

庭
便
出
昌三
界

」
(辮
蜘
)
で
あ

る
が

そ
れ
は

「
不
思
善

不
思
悪

者
。
直
是
宗
乗
玄
談
。
非
』
戸
不
レ思
輔善

悪
著

上。
不
思
善

不
思
悪
。
無
昌善

可
7思
無
昌悪
可
ワ思
」
(
一
滴
巻
一
)
で
あ
り
無
門

が

「
六
租
可
レ謂
。

是
事
出
昌急
家
一。
老
婆
親
切
」
(漁
椚
調
聯
)
と

云

ふ
も

の
で
自
性

の
端
的

に
過
ぎ

な

い
。

絶
す

べ
き

も

の
な
き
本
來
無

一
物

で
あ
る
。

叉

「
山
河
大
地
。
草
芥
人
畜
。
無
二

物
可
ワ室
無
昌
一
法
可
㌻有
。
蓋
大

地
。
撮
着
來

裸

々
赤

々
。

不
下見
有
甲可
冒
一
毫

孚
黙
爲

塵

埃

一者
し

(
一
滴
巻
一
)と

云
ふ
を
見
れ
ば
眞

の
掃
蕩
法
は
肯

否
共
に
絶
す

る
も

の
で
あ

る
。
從

つ
て

「
直
了

成
佛
」
と

云
ふ
の
も
無

一
物

の
自
知
自
悟

に
し

て

「
了

々
自
知
」

で
あ

つ
て
直
接

的
理

解

で
あ

る
事

が
知
ら

れ
最
初
か
ら

の
疑
問

で
あ

つ
た
頓
と
か
忽
、
疾
と

か
言
下
、
刹
那
、

一
超
、

直

入
、
頓

超
、
頓

修
、
と

か
は
直
接
的
な

る
故
全
く
無
時
間
的
に
し
て
、
直
接
的
な
る
故
飛
躍
的

で
あ

る
。

こ
～

に
人
間
性

の
大
死
を

も

た

も

通
し

て
こ
そ
初

め
て
内
學
的
理
解
が
可
能
で
あ
る
。

こ

、
に
無
方
法
的
意
味
が
明
と
な

つ
た
の

で
あ

る
。
從

つ
て
謹

悟
と
云
大
悟
と

云
ふ
も
無
謹

に
す
ぎ
な

い
。

大
殊
が

「
於
レ外

不
レ染
噂色

聲

等
一。
於
レ内

不
レ起
昌妄
念

心
一。

得
レ如
ゾ是
者

六
胆

大
…師

の
「
心
理

學
」

(
二
四
)
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六
組
大
師
の
「心
理
墨
・」

(二
五
)

即
名
爲
レ讃
。
得
レ謹

時
不
レ得
レ作
山謹
想
一。
帥
名
呂無
謹
一也
Q
得
昌是
無

謹
一之
時
亦
不
レ得
レ作
昌無
謹
之

想
一。
是
名
昌無
謹
"即

多

無

々
謹

也

L
(頓
悟
要

p
論

)
と
云

つ
て
ゐ
る
。

か
く
て
無

一
物
と

云
ひ
本

心
と

云
ふ
は
絶
封
無
に
し
て
何
等
自

己
に
封
す

る
も
の
な
き
故
自
清

澤

で
あ
り
自
具
足

で
あ
り
、
動

き
行
く
べ
き
封
象
な
き
故
無
動
揺
で
あ
り
絶
封
静

で
あ
り
、
非
存

在
的
な

る
故
超
時

室
で
あ
り
永
遠

で

あ
り
遍
在

で
あ

る
。
.即
ち
不
生
滅

で
あ
る
。
本
來
、
心
源

に
は
何
等

の
存
在

的
な

も
の
も
な

い
無
自

性
室
な
る
故

一
々

の
萬
法
即
室

に
し

て
從

つ
て
含
萬

法
、
生
萬

法
の
意
が
あ
る
。
何
故
な
れ
ば

一
切
萬

法
は
膿
を
離

れ
な

い
相
用

で
あ

る
か
ら
で
あ

る
ρ

六
租

の
此

の
心
は
「
一
」
に
鯛

れ
た
輕

で
あ
り
妙
心

で
あ
る
。

か
く
て
無

念
、
無

相
、
無

住
、
不
可

得
、
不
可
読
、
如
虚
塞
、
無
邊
眸
、
摩

詞
、
般
若
、
無
唄
喜

、
無

是
非
、
無
善

悪
、
無
頭
尾
と
云

ふ
も
、
黄
葉
が

一

心
を

「
超
"萢

一
切
限
量
、
名
言
、
躍
跡
」
(傳
心
法
要
)と
云

ふ
も
、
契
嵩
が
玄
解
、
紳
會
、
絶
封
、
獣
膿
、
冥
通
と

云

ふ
も
心
源

た
る
無

一
物

に
過
ぎ

ぬ
。

こ

、
に
至

つ
て
六
租
の
眞
意
が
無
頓
漸

「
吾
不
レ會
昌佛

法
一」
(機
縁
第
七
)や
「
邪

正
蓋
除
却
。
菩
提

性
宛
然
」
(臓
悔
第
六
)

や

「
離
レ迷
離
レ畳
常
生
昌般
若
一。除
レ眞
除
レ妄
帥
見
昌佛

性
」
(同
上
)に
あ

つ
た
事

が
即
ち
頓
敏

の
勝
義

の

立
場
は
無
立
場
の

立
場
帥

絶
封

自
由
の
立
場

で
あ
る
事
が
理
解

せ
ら
れ

る
。
か

く
て
無

一
物
は
六
租

の
内
外
不
住
、
内
外
明
徹

の
自

在

境

に
し
て
そ
の
底

に
は
、
文
化
と
か
歴
史

を
も
否
定
す

る
深

い
意
味
が
あ
る

で
あ

ら
う
。

五
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上
來

の
累
読
に
よ
り
六
祀

の
心
理
學

の
概
観
を

絡

へ
た
が

六
租
大
師
慈
悲

底
の

一
句

は

「
菩
提

薗
性
本
來
清
浄
。

但
用
轟此
心
騨直

了
成
佛
」
で
あ

り
、

そ
の
無
慈
悲
底
の

一
句

は
と

云

へ
ば

「
本
來
無

一
物

!
」

に
過

ぎ

粗
で
あ
ら
う
。

た

Σ
言
下
に
直

入
す

べ
き

の
み

で
あ

つ
た
。

そ
れ

で
は
瞬
時
も
現
實
を
離
れ
得

ぬ
と
考

へ
ら
れ
る
吾
人
、
並

に

一
切
を
實
在

的

に
考

へ
て
ゐ

る
吾
人
が
如
何
に

し

て
如

上
の
無

一
物
を
信
す
る
に
到

る
か
を
反
省

し

て
見

よ
う
。

こ

、
に
前
読

に
於

い
て
達
し
た

掃
蕩

法
即
大
捨
の

眞
意

の
槍
討

と
現
實

の
徹
底

的
批
到
が
あ

る
の
で
あ
る
。
叉
現
實
と

六
組

の
心
と

の
關
係

の
考

察
と

も
見
ら
れ

よ
う
。

有
と

は

一
膿
何

で
あ
ら
う
か
。
有
は
現
實

で
あ

る
。
而
し

て
翼
の
現
實

は

ア
ウ
グ

ス
チ

ヌ
ス
の
過
去
は
現
在

の
過

去
、
現
在

の
現
在
、
未
來
は
現
在

の
未

來
と
言

つ
た
如

く
眞
實

具
騰

的
有
は
現
在
、
此
庭

で
な

け

れ
ば
な
ら

ぬ
。
然

も

軍
に
塞
問
的
或
は
輩

に
時
間
と
は
非
實
在
的
な
抽
象
的
だ
と
す
れ
ば
具
膣
的
現
實
は
時
間
的
塞

間
的

で
あ

る
。
こ

の
現
實
を
離

れ
て
は
永
遠
も
遍
在
も
な

い
故

此
の
現
實

に
三
世
十
方
が
躁

す

る
と
も
考

へ
ら
れ
よ

う
。
普
通

か

～
る

深

い
現
實
を
永
遠

の
今

と
考

へ
て
ゐ
る
が
永
遠

の
今

の
底

に
は

三
世
心
不
可
得

の
義
が
な
け
れ
ば

な
ら

ぬ
。
金
剛
経

に
は

「
過
去

心
不
レ可
レ得
。
現
在

心
不
レ可
レ得
。
未
來

心
不
レ可
レ得
」
と

云
ひ
現
實
は
無
常
的

で
あ

り
「
一
切
有
爲

法
。

如
夢
幻
泡
影
。
如
露
亦
如
電
。
鷹
レ作
昌如
レ是
観
し
(金
剛
経
)
と
云
は
れ
る
も
の
で
あ

る
。
然
し
輩

に
無
常
的
、
如

幻
的

有
だ
と
考

へ
ら
れ
た
も

の
は
眞
實

の
無
常

で
は
な
い
。
無
常
は
眞
實

に
不
可
得

で
な

け
れ
ば
な
ら

ぬ
。

不
可
得
な

る

が
故

に
絶
封

の
無

で
あ

る
。
無

一
物

で
あ
る
。

三
論

に
言

ふ

「
因
縁
所

生
法
。
我

説
昌即
是
塞
し
も

此

の
意

で
は
あ

る

六
'祀
大
師
の
「
心
理
學
」

(
二
六
)
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六
煎
・穴
師
め
「心
理
學
」

(二
七
)

ま
い
か
。

六
祀

は

「
無
常
者
帥
是
佛
性
也
」
(頓
漸
第
八
)
と

云
つ
て
ゐ
る
。

一
々
が
そ
の
ま

～
無

常

で
あ

る
と
言

ふ
庭

に
生

死
帥
温
榮

、
煩
拶
帥
菩
提

で
あ

る
。
大
捨
と

云
ふ
の
は
既

に
考
察

し
た
よ
う
に
肯
定

で
な

い
と
土
ハ
に
捨

つ
べ
き

も

の
が
な

い
事

で
あ

つ
た
。
帥

六
組

の
不
取
、

不
捨
、

不
染
着

で
あ
る
。

何
か
を
認
め
て
否

定
す

る
の
は
有
以
外

の

無

に
住
す

る
事

で
、
有

に
封

立
的
で
あ

る
が
六
祀

の
大
捨
は
眞

に
捨
な
る
故
、有
無

二
性

塞
で
あ

る
。
有
9即
塞

で
あ
り

無
即
塞

で
あ
る
。
無

一
物
の
性
艦

に
於

い
て
は
認
む

べ
き
何
物

も
な

い
か
ら
否
定

す

べ
き
何
物

も
な

い
の
で
あ
ら
う
。

一
切
の
現
實
は
そ

の
眞

相
に
於

い
て
無

一
物

で
あ

る
。
現
實

の
底
は
絶
封
無

に
接
し
て
ゐ
る
。

此
の
底
と
は
無
な

る

故

ぺ
ー

メ
が
言

つ
た
"
無
底

の
底

"
で
あ
ら
う
。
現
實
は
輩

に
有

で
も
な

く
軍

に
無

で
も
な

い
。

六
祀
も

「
若
全
著

レ相
即
長
昌邪
見
一。
若
全
執
レ塞
即

長
昌無
明
一」
(付
薦
第
+
)
と
云
ひ
「
此

心
本
浮

無
レ可
昌取
捨

し
(同
上
)と

言

つ
て
ゐ
る
。

叉
無

難

が
"
生
死

"
を
歌

つ
て
"

生
き

て
ゐ
る
も
の
を

た
し
か

に
知
り

に
け
り
泣
け
ど
笑

(、
ど
只
何

も
な
し

"
"

死
て
後

を

た
し

か
に
思
ひ
知
り
に
け
り
只
何
も
な

し
な

き
も
の
も
な

し

"
(以
上
自

性
記

)と

云
ふ
も
生
死
帥

温
繋

の
意
を
詠

じ
た
も

の
で
あ
ら
う
。

か
く
て
無

の
み
眞
實

の
實
在

で
あ
る
。
軍

に
現
實
と
見

る
も

の
は
性
を
は
な
れ

た
抽
象
見

に
過
ぎ

凍

で
あ
ら

う
。

「
本
來
」

に
於
い
て
初

め
て

「
唯
有

一
乗
法
無

二
亦

無
三
」

で
あ

ら
う
。
唯

一
實

在

で
あ

る
か
ら
現
實

帥
無

に
し

て
現
實

を
離

れ
て
無
な

く
無
を
離
れ

て
現
實
は
な

い
。

一
切

の
有

は
性

の
相
用

で
あ

b
無

は
相
用

の
性

で

あ

る
Q

も

も

　

　

本
來
二
あ
る
の
で
な
く
性
即
相
用
、
相
用
帥
性
で
あ
る
か
ら

「
性
即
相
故
。
不
生
不
滅
是
無
常
義
。
相
帥
性
故
生
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滅
是
眞
常
義
L
(海
水
一
滴
巻
五

行
畠
之
節

)
と
云
ふ
の
で
あ
ら
う
。

唯

一
實
在
、
唯

一
眞
性

の
み
な

る
故

に
「
色
帥

是
塞
塞
帥
是
色
」

で
あ
ら
う
。
こ
れ
は
室
以
外

の
色

が
色
以
外

の
室
と
即
す

る
の
で
は
な

い
。
塞
以
外

に
色
な
く

色
以
外

に
塞
な

く
否

唯

一
眞
性
無

一
物
な

る
故
よ
く
色
即
是
察
察
即
是
色

で
あ

る
。
換
言

せ
ぱ
柳
不
緑
即
柳
緑

で
あ

り
花
不
紅
帥
花

紅
で

あ

る
。
古
歌

に
〃
枯

れ
果

て

～
然

も
花
険
く
梅
が
枝

に
聲

を
も
立
て
す
鶯

の
哺

く

"
は
現
實

の
最
も

正
し
い
到
噺

で

あ
ら
う
。

故
に
「
眞
塞

者
。
是

不
レ違
レ有
之
塞
也
」
と
も
叉
「
妙
有

者
。
是

不
レ蓮
レ室
之
有
也
」
(暉
源
諸
詮

巷
上
ノ
ニ
)
と
云
ふ
の
で
あ

ら

う
。
性
を
見

る
時
現
實
は
眞

の
生
命
を
得

て
來
る
も

の
と
も

云

へ
よ

う
。

六
租
は
か

～
る

意
を
内
外
明
徹

の
語

を
以

つ
て
表
は

し
て
ゐ
る
。

現
實

の
眞
相
は
内
外
明
徹

で
あ
る
。

一
物

一
享
に
就

い
て
内
外
を

劃
す
る
明
瞭
な

る
線

が
引
け
ぬ
の
は
全

く
無

一
物

の
無
限
定
性

に
よ
る
も
の
で
あ

ら
う
。

か
く
て
無
は
絶
封

の
内

で
あ
る
と
共

に
絶
封

の

外

で
あ

る
。
内
在

で
も
な

く
超
越

で
も
な

い
。
む
し
ろ
超
越
的
内
在
と
も

云
ふ
べ
き
か
。
要
す

る
に
超
論

理
的
、
非

合
理
的
實
在

で
あ

る
。
否
眞
在

で
あ

る
。
從

つ
て
叶
界

の
登

展
と
考

へ
ら
れ

る
の
も
強
い

て
言

へ
ば
無

の
足
跡
と
も

云
は
れ
よ
う
し
、
無
限

の
駿
展
は
無
限

の
自

己
逡
躁

と
も
考

へ
ら
れ
る
所
以

で
あ
ら
う
。
何
故

な

れ
ば
無

の
み
實
在

な

る
故

に
。
故

に
動
即
静
静
即
動

で
あ
り
有
帥
無
無
即
有

で
あ
ら
う
。

「
心
随
昌萬
境
一轄
。
轄

庭

實
能
幽
。
從
レ流
認
二

得
性

一。
無
レ喜
無
レ憂
」

と
云
ひ
「
竹
影
彿
レ楷

塵
不
レ動
。
月
穿
昌潭
底
一水
無
レ痕
」
と
云

ふ
は
動
即
艀

、
静
即
動
、
現
實
即

無

一
物

の
端
的

で
は
あ

る
ま

い
か
。
故

に
ご

～
に
は
珈

か
の
有
を
も
認
め

て
は
な
ら
な
い
。
大

燈
國
師
が

「
屡
レ心
書

属

輪

廻
業
一。
動
レ念
無
レ非
昌生

死
根
噂。

要
雫與
昌太
虚
一無
嘩向
背
』。

常
呑
昌
一
箇
鐵
箆
器
し

と

云
ひ
黄

彙
が

「
如
今
會
昌此

六
胆
亀八
師

の
「
心
理
…學
」

(
二
八
)
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六
閥
大
師
の
「
心
理
墨
・」

(二
九
)

意

一。

何
用
昌騙
馳
一。
但
随
レ縁
消
昌蕾
業
一。
更
莫
レ造
出新
狭
し
と

云
ひ
六
租
が
末
期

の

一
句

に

「
兀
々

不
レ修
レ善
。
騰

々
不

レ造
レ悪
。
寂

々
断
昌見
聞
一。
蕩

々
心
無
y著
」
と
云

つ
た
語

の
中

に
は
無

の
信
行
者
に
と

つ
て
の
深

い
指
導
精
紳
を
見

る

事
が
出
來

る
。

以
上
私
は
雑
駁
な

が
ら
六
租
大
師

の
心

に
就

い
て
私
の
頭

に
起
り
得
る
範
園
内

に
て
私

の
疑

問
を
追
及
し
た
の
で

あ

る
が
、

こ
れ
が
正
し
い
六
租

の
解
繹

で
な

い
は
勿
論

私
自
身

の
幻
影

に
過
ぎ

ぬ
で
あ
ら
う
。

た

努
散
漫
な
る
不
注

意

の
結
果
澤
山

の
疑

問
を
見
逃

し
噛た
で
あ
ら
う
事
を
惧
れ

る
。
而
し

て
壇
痙

に
は
幾
多

の
問
題

が
残
さ
れ

て
居
り
、

叉
六
胆

の
他

の
方
面

の
研
究
、
例

へ
ば
師

の
李
常
底
と
か
機
鋒
と
か
活
作
略
に
於
け
る
灘
風
と

か
風
格

の
研
究

が
よ

り
本
質
的
研
究

で
あ

つ
た
か
も
知
れ
な

い
が
そ
れ
等
は
す

べ
て
將
來
の
問
題

で
あ
ら
う
。
.而
し

て
以
上
が
私
が
見

た

六
租
大
師

の
心
理
學

で
あ

つ
た
が
そ
れ
は
果
し

て
學
的

に
猫
立
性
を
有

つ
た
も
の
か
ど
う
か
は

知
ら
な

い
。

以
上
に
よ
り
て
私
等
が
學
び
得

た
事
は
、
私
等

の
學
的
努
力

に
も
、
そ
れ
が
悟
な
き
勉

強
で
あ

る
時
、
経
典

の
内

的
な
眞

の
理
解

が
あ
り
得
な

い
は
勿
論

、
本
質

的
人
間

の
疑
問

に
封
し

て
読
明
は
與

へ
得
る
と

も
解
決
は
與

へ
得
ぬ

事

で
あ

つ
た
。

こ

～
に
正
し
く
頓
敏
的

に
は
六
租

の
口
念
を

す
て

、
「
心
行
」
が
即
ち

天
桂
が
言

つ
た

「
道

理
須
呂實

詮
し

が
頓
敏
研
究

の
實
際
的
出
駿

で
あ

つ
た
。

謹
み
て
研
究
の
當
初
よ
り
再
稿
訂
正
の
今
日
に
至
る
迄
實
に
懇
篤
な
る
指
導
を
仰
い
だ
久
松
先
生
を
初
め
、
諸
先
生
へ
は
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
蘇
り

ま
す
。
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